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1 2 3 4 5

Ｇ kN 扉重量 6.34 6.28 6.28 6.34 6.34

ｋＨ - 水平震度 0.856 0.856 0.856 0.856 0.856

ｋＵＤ - 鉛直震度 0.835 0.835 0.835 0.835 0.835

Ｌ１ mm 扉重心とヒンジ芯間距離 573 700 700 573 573

Ｌ２ mm ヒンジ芯間距離 1799 1799 1799 1799 1799

Ｗ１ kN スラスト荷重 11.7 11.6 11.6 11.7 11.7

Ｆ１ kN 転倒力 6.45 7.21 7.21 6.45 6.45

Ｌ３ mm ヒンジ板の2軸間距離 220 220 220 220 220

σ N/mm2 曲げ応力度 68.8 68.3 68.3 68.8 68.8

τ N/mm2 せん断応力度 3.90 3.87 3.87 3.90 3.90

Ｌ４ mm ヒンジ板と受板間距離 10 10 10 10 10

σ N/mm2 曲げ応力度 27.0 31.0 31.0 27.0 27.0

τ N/mm2 せん断応力度 12.3 13.8 13.8 12.3 12.3

ｎ１ 本 ヒンジボルトの本数 4 4 4 4 4

τ N/mm2 せん断応力度 53.0 54.3 54.3 53.0 53.0

共通 ｎ２ 本 締付装置の本数 2 2 2 2 2

Ｌ５ mm 締付装置の突出長さ 32 32 32 32 32

σ N/mm2 曲げ応力度 18.0 18.0 18.0 18.0 18.0

τ N/mm2 せん断応力度 4.40 4.40 4.40 4.40 4.40

Ｌｐ mm 締付装置受けピンの軸支持間距離 77 77 77 77 77

ｂ' mm 締付装置と締付装置受けピンが接する部分の長さ － － － － －

σ N/mm2 曲げ応力度 34.6 34.0 34.0 34.6 34.6

τ N/mm2 せん断応力度 3.71 3.68 3.68 3.71 3.71

ｎｂ 本 締付装置受けボルトの本数 2 2 2 2 2

σｔ N/mm2 引張応力度 8.07 7.98 7.98 8.07 8.07

ｗａ kN 扉枠の重量 2.65 2.85 2.85 2.65 2.65

ｎ３ 本 ヒンジ側アンカーボルトの本数 6 6 6 6 6

Ｔｄ kN アンカーボルト1本当りの引張力 2.36 2.64 2.64 2.36 2.36

Ｑｄ kN アンカーボルト1本当りのせん断力 2.36 2.64 2.64 2.36 2.36

Ｔａ kN アンカーボルト1本当りの短期許容引張力 31.5 31.5 31.5 31.5 31.5

Ｑａ kN アンカーボルト1本当りの短期許容せん断力 16.1 16.1 16.1 16.1 16.1

水密扉No.
対象部位 記号 単位 定義

共通

ヒンジ

ヒンジ板

ヒンジピン

ヒンジボルト

締付装置
受けボルト

締付装置部

締付装置

アンカーボルト

締付装置
受けピン

1. 耐震評価 

  Ｖ-2-10-2-3-1「水密扉の耐震性についての計算書」における検討対象水密扉について， 

 以下に耐震評価に必要な入力値と耐震評価結果を示す。 

 

1.1 入力値 
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6 7 8 9 10

Ｇ kN 扉重量 6.34 6.34 6.34 6.34 6.34

ｋＨ - 水平震度 0.856 0.856 0.856 0.856 0.856

ｋＵＤ - 鉛直震度 0.835 0.835 0.835 0.835 0.835

Ｌ１ mm 扉重心とヒンジ芯間距離 573 573 573 573 573

Ｌ２ mm ヒンジ芯間距離 1799 1799 1799 1799 1799

Ｗ１ kN スラスト荷重 11.7 11.7 11.7 11.7 11.7

Ｆ１ kN 転倒力 6.45 6.45 6.45 6.45 6.45

Ｌ３ mm ヒンジ板の2軸間距離 220 220 220 220 220

σ N/mm2 曲げ応力度 68.8 68.8 68.8 68.8 68.8

τ N/mm2 せん断応力度 3.90 3.90 3.90 3.90 3.90

Ｌ４ mm ヒンジ板と受板間距離 10 10 10 10 10

σ N/mm2 曲げ応力度 27.0 27.0 27.0 27.0 27.0

τ N/mm2 せん断応力度 12.3 12.3 12.3 12.3 12.3

ｎ１ 本 ヒンジボルトの本数 4 4 4 4 4

τ N/mm2 せん断応力度 53.0 53.0 53.0 53.0 53.0

共通 ｎ２ 本 締付装置の本数 2 2 2 2 2

Ｌ５ mm 締付装置の突出長さ 32 32 32 32 32

σ N/mm2 曲げ応力度 18.0 18.0 18.0 18.0 18.0

τ N/mm2 せん断応力度 4.40 4.40 4.40 4.40 4.40

Ｌｐ mm 締付装置受けピンの軸支持間距離 77 77 77 77 77

ｂ' mm 締付装置と締付装置受けピンが接する部分の長さ － － － － －

σ N/mm2 曲げ応力度 34.6 34.6 34.6 34.6 34.6

τ N/mm2 せん断応力度 3.71 3.71 3.71 3.71 3.71

ｎｂ 本 締付装置受けボルトの本数 2 2 2 2 2

σｔ N/mm2 引張応力度 8.07 8.07 8.07 8.07 8.07

ｗａ kN 扉枠の重量 2.65 2.65 2.65 2.65 2.65

ｎ３ 本 ヒンジ側アンカーボルトの本数 6 6 6 6 6

Ｔｄ kN アンカーボルト1本当りの引張力 2.36 2.36 2.36 2.36 2.36

Ｑｄ kN アンカーボルト1本当りのせん断力 2.36 2.36 2.36 2.36 2.36

Ｔａ kN アンカーボルト1本当りの短期許容引張力 31.5 31.5 31.5 31.5 31.5

Ｑａ kN アンカーボルト1本当りの短期許容せん断力 16.1 16.1 16.1 16.1 16.1

水密扉No.
対象部位 記号 単位 定義

共通

ヒンジ

ヒンジ板

ヒンジピン

ヒンジボルト

締付装置
受けボルト

締付装置部

締付装置

アンカーボルト

締付装置
受けピン
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11 12 13 14 15

Ｇ kN 扉重量 75.4 79.5 281 13.8 13.8

ｋＨ - 水平震度 0.856 0.856 3.47 0.941 0.941

ｋＵＤ - 鉛直震度 0.834 0.834 0.890 0.901 0.901

Ｌ１ mm 扉重心とヒンジ芯間距離 1047 1365 3115 545 545

Ｌ２ mm ヒンジ芯間距離 1813 1920 4824 1606 1606

Ｗ１ kN スラスト荷重 139 146 532 26.3 26.3

Ｆ１ kN 転倒力 113 138 831 15.5 15.5

Ｌ３ mm ヒンジ板の2軸間距離 410 410 577 190 190

σ N/mm2 曲げ応力度 145 153 65.7 53.0 53.0

τ N/mm2 せん断応力度 9.40 9.92 7.59 4.18 4.18

Ｌ４ mm ヒンジ板と受板間距離 50 50 107 35 35

σ N/mm2 曲げ応力度 79.0 97.0 156 134 134

τ N/mm2 せん断応力度 23.6 28.9 43.6 21.5 21.5

ｎ１ 本 ヒンジボルトの本数 6 6 8 4 4

τ N/mm2 せん断応力度 113 127 169 64.9 64.9

共通 ｎ２ 本 締付装置の本数 4 4 12 4 4

Ｌ５ mm 締付装置の突出長さ 62 62 114 85 85

σ N/mm2 曲げ応力度 89.0 94.0 211 52.0 52.0

τ N/mm2 せん断応力度 15.4 16.2 24.6 5.00 5.00

Ｌｐ mm 締付装置受けピンの軸支持間距離 73 73 112 60 60

ｂ' mm 締付装置と締付装置受けピンが接する部分の長さ 35 35 54 33 33

σ N/mm2 曲げ応力度 7.18 7.58 55.3 17.9 17.9

τ N/mm2 せん断応力度 5.49 5.79 27.6 6.93 6.93

ｎｂ 本 締付装置受けボルトの本数 2 2 4 2 2

σｔ N/mm2 引張応力度 16.5 34.8 －＊1 5.18 5.18

ｗａ kN 扉枠の重量 28.5 21.6 128 10.8 10.8

ｎ３ 本 ヒンジ側アンカーボルトの本数 23 8 90 10 10

Ｔｄ kN アンカーボルト1本当りの引張力 10.3 35.7 21.0 3.61 3.61

Ｑｄ kN アンカーボルト1本当りのせん断力 10.3 35.7 21.0 3.61 3.61

Ｔａ kN アンカーボルト1本当りの短期許容引張力 44.6 70.0 50.2 38.8 45.6

Ｑａ kN アンカーボルト1本当りの短期許容せん断力 14.2 49.0 26.8 17.5 10.2

水密扉No.
対象部位 記号 単位 定義

共通

ヒンジ

ヒンジ板

ヒンジピン

ヒンジボルト

締付装置
受けボルト

締付装置部

締付装置

アンカーボルト

締付装置
受けピン

注記＊1：締付装置受けボルトにが引張力が作用しないことを示す。

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



資料 8－2.13－4 

16 17 18 19 20

Ｇ kN 扉重量 122 13.8 151 107 91.0

ｋＨ - 水平震度 0.941 0.941 0.941 0.941 0.941

ｋＵＤ - 鉛直震度 0.901 0.901 0.901 0.901 0.901

Ｌ１ mm 扉重心とヒンジ芯間距離 2160 545 2103 2160 2010

Ｌ２ mm ヒンジ芯間距離 3810 1606 3067 4034 2198

Ｗ１ kN スラスト荷重 232 26.3 288 204 173

Ｆ１ kN 転倒力 189 15.5 268 160 202

Ｌ３ mm ヒンジ板の2軸間距離 600 190 600 600 400

σ N/mm2 曲げ応力度 95.5 53.0 69.8 53.3 54.7

τ N/mm
2 せん断応力度 6.63 4.18 4.46 3.70 4.56

Ｌ４ mm ヒンジ板と受板間距離 30 35 59 30 54

σ N/mm2 曲げ応力度 80.0 134 94.0 67.0 131

τ N/mm2 せん断応力度 39.6 21.5 31.6 33.4 37.9

ｎ１ 本 ヒンジボルトの本数 6 4 4 6 4

τ N/mm2 せん断応力度 119 64.9 135 103 109

共通 ｎ２ 本 締付装置の本数 12 4 12 12 8

Ｌ５ mm 締付装置の突出長さ 115 85 90 97 92

σ N/mm2 曲げ応力度 118 52.0 197 87.0 181

τ N/mm2 せん断応力度 10.2 5.00 18.2 9.00 16.4

Ｌｐ mm 締付装置受けピンの軸支持間距離 98 60 67 98 63

ｂ' mm 締付装置と締付装置受けピンが接する部分の長さ 96 33 30 － 30

σ N/mm2 曲げ応力度 38.3 17.9 40.5 198 33.3

τ N/mm2 せん断応力度 16.8 6.93 16.2 14.8 14.6

ｎｂ 本 締付装置受けボルトの本数 4 2 4 4 4

σｔ N/mm2 引張応力度 －＊1 5.18 －＊1 －＊1 －＊1

ｗａ kN 扉枠の重量 124 10.8 148 93.2 78.5

ｎ３ 本 ヒンジ側アンカーボルトの本数 46 10 29 43 24

Ｔｄ kN アンカーボルト1本当りの引張力 9.48 3.61 20.9 8.43 18.3

Ｑｄ kN アンカーボルト1本当りのせん断力 9.48 3.61 20.9 8.43 18.3

Ｔａ kN アンカーボルト1本当りの短期許容引張力 35.7 40.7 34.7 37.9 38.0

Ｑａ kN アンカーボルト1本当りの短期許容せん断力 35.0 16.6 35.0 35.0 19.1

水密扉No.
対象部位 記号 単位 定義

共通

ヒンジ

ヒンジ板

ヒンジピン

ヒンジボルト

締付装置
受けボルト

締付装置部

締付装置

アンカーボルト

締付装置
受けピン

注記＊1：締付装置受けボルトにが引張力が作用しないことを示す。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



資料 8－2.13－5 

21 22 23 24 25

Ｇ kN 扉重量 141 7.85 6.87 5.89 6.87

ｋＨ - 水平震度 0.941 1.01 1.36 0.814 0.814

ｋＵＤ - 鉛直震度 0.901 0.927 0.984 0.740 0.740

Ｌ１ mm 扉重心とヒンジ芯間距離 2115 517 440 558 636

Ｌ２ mm ヒンジ芯間距離 3482 1516 1697 1720 1068

Ｗ１ kN スラスト荷重 269 15.2 13.7 10.3 12.0

Ｆ１ kN 転倒力 230 9.16 8.23 5.73 9.92

Ｌ３ mm ヒンジ板の2軸間距離 500 190 155 235 400

σ N/mm2 曲げ応力度 58.5 50.6 12.7 34.3 28.8

τ N/mm2 せん断応力度 4.88 3.11 1.64 1.83 1.20

Ｌ４ mm ヒンジ板と受板間距離 59 35 36 20 33

σ N/mm2 曲げ応力度 80.0 79.0 50.0 19.1 38.1

τ N/mm2 せん断応力度 27.1 12.8 8.90 6.09 8.32

ｎ１ 本 ヒンジボルトの本数 4 4 4 4 4

τ N/mm
2 せん断応力度 121 37.8 34.1 25.0 33.1

共通 ｎ２ 本 締付装置の本数 12 4 2 4 6

Ｌ５ mm 締付装置の突出長さ 92 93 39 50 73

σ N/mm2 曲げ応力度 188 33.0 27.0 7.08 8.02

τ N/mm2 せん断応力度 17.0 3.00 5.70 1.34 1.04

Ｌｐ mm 締付装置受けピンの軸支持間距離 63 78 64 110 72

ｂ' mm 締付装置と締付装置受けピンが接する部分の長さ 30 33 33 － －

σ N/mm2 曲げ応力度 34.6 16.6 28.1 1.65 3.19

τ N/mm2 せん断応力度 15.1 4.25 9.94 0.480 0.375

ｎｂ 本 締付装置受けボルトの本数 4 2 2 4 2

σｔ N/mm2 引張応力度 －＊1 3.17 7.46 1.29 1.92

ｗａ kN 扉枠の重量 118 3.93 3.54 5.40 14.7

ｎ３ 本 ヒンジ側アンカーボルトの本数 34 5 5 6 2

Ｔｄ kN アンカーボルト1本当りの引張力 15.2 4.08 3.81 1.14 6.46

Ｑｄ kN アンカーボルト1本当りのせん断力 15.2 4.08 3.81 1.14 6.46

Ｔａ kN アンカーボルト1本当りの短期許容引張力 37.9 34.9 57.5 34.1 57.5

Ｑａ kN アンカーボルト1本当りの短期許容せん断力 17.6 18.4 24.3 23.9 40.1

水密扉No.
対象部位 記号 単位 定義

共通

ヒンジ

ヒンジ板

ヒンジピン

ヒンジボルト

締付装置
受けボルト

締付装置部

締付装置

アンカーボルト

締付装置
受けピン

注記＊1：締付装置受けボルトにが引張力が作用しないことを示す。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



資料 8－2.13－6 

26 27 28 29 30

Ｇ kN 扉重量 6.87 6.88 6.62 6.38 7.51

ｋＨ - 水平震度 0.814 0.814 0.814 0.814 0.814

ｋＵＤ - 鉛直震度 0.740 0.740 0.740 0.740 0.740

Ｌ１ mm 扉重心とヒンジ芯間距離 636 580 580 558 457

Ｌ２ mm ヒンジ芯間距離 1273 1760 1760 1720 1674

Ｗ１ kN スラスト荷重 12.0 12.0 11.6 11.2 13.1

Ｆ１ kN 転倒力 8.78 6.75 6.50 6.21 6.63

Ｌ３ mm ヒンジ板の2軸間距離 400 250 250 235 245

σ N/mm2 曲げ応力度 28.8 80.0 76.8 37.3 45.7

τ N/mm2 せん断応力度 1.20 4.00 3.84 1.98 2.33

Ｌ４ mm ヒンジ板と受板間距離 33 15 15 20 21

σ N/mm2 曲げ応力度 33.6 71.8 65.3 20.7 23.9

τ N/mm2 せん断応力度 7.37 18.4 17.7 6.60 7.04

ｎ１ 本 ヒンジボルトの本数 4 4 4 4 4

τ N/mm
2 せん断応力度 31.6 54.5 52.4 27.1 31.2

共通 ｎ２ 本 締付装置の本数 6 2 2 4 4

Ｌ５ mm 締付装置の突出長さ 73 50 50 50 52

σ N/mm2 曲げ応力度 8.02 27.8 26.1 7.55 8.97

τ N/mm2 せん断応力度 1.04 4.49 4.32 1.45 1.71

Ｌｐ mm 締付装置受けピンの軸支持間距離 72 77 77 110 112

ｂ' mm 締付装置と締付装置受けピンが接する部分の長さ － － － － －

σ N/mm2 曲げ応力度 3.19 39.2 39.2 1.79 2.16

τ N/mm2 せん断応力度 0.375 2.87 2.76 0.520 0.610

ｎｂ 本 締付装置受けボルトの本数 2 2 2 4 4

σｔ N/mm2 引張応力度 1.92 24.4 23.3 1.42 1.67

ｗａ kN 扉枠の重量 13.7 3.05 3.05 4.42 4.42

ｎ３ 本 ヒンジ側アンカーボルトの本数 2 3 3 6 6

Ｔｄ kN アンカーボルト1本当りの引張力 5.79 2.46 2.38 1.19 1.26

Ｑｄ kN アンカーボルト1本当りのせん断力 5.79 2.46 2.38 1.19 1.26

Ｔａ kN アンカーボルト1本当りの短期許容引張力 57.5 32.1 32.1 34.1 34.1

Ｑａ kN アンカーボルト1本当りの短期許容せん断力 40.1 11.7 11.7 23.9 23.9

対象部位 記号 単位 定義

共通

ヒンジ

ヒンジ板

ヒンジピン

ヒンジボルト

締付装置
受けボルト

締付装置部

締付装置

アンカーボルト

締付装置
受けピン

水密扉No.

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



資料 8－2.13－7 

31 32 33 34 35

Ｇ kN 扉重量 6.38 6.38 6.81 9.32 6.87

ｋＨ - 水平震度 0.814 0.941 0.941 0.941 0.941

ｋＵＤ - 鉛直震度 0.740 0.747 0.747 0.747 0.747

Ｌ１ mm 扉重心とヒンジ芯間距離 558 558 558 558 636

Ｌ２ mm ヒンジ芯間距離 1720 1720 1720 1720 1105

Ｗ１ kN スラスト荷重 11.2 11.2 11.9 16.3 12.1

Ｆ１ kN 転倒力 6.21 6.62 7.07 9.67 10.2

Ｌ３ mm ヒンジ板の2軸間距離 235 235 235 235 400

σ N/mm2 曲げ応力度 37.3 37.5 39.9 54.5 28.9

τ N/mm2 せん断応力度 1.98 1.99 2.12 2.90 1.21

Ｌ４ mm ヒンジ板と受板間距離 20 20 20 20 33

σ N/mm2 曲げ応力度 20.7 22.3 23.9 31.9 39.2

τ N/mm2 せん断応力度 6.60 7.03 7.51 10.3 8.52

ｎ１ 本 ヒンジボルトの本数 4 4 4 4 4

τ N/mm
2 せん断応力度 27.1 27.7 29.5 40.3 33.5

共通 ｎ２ 本 締付装置の本数 4 4 4 4 6

Ｌ５ mm 締付装置の突出長さ 50 50 50 65 73

σ N/mm2 曲げ応力度 7.55 7.55 8.02 9.21 8.02

τ N/mm2 せん断応力度 1.45 1.50 1.60 1.61 1.08

Ｌｐ mm 締付装置受けピンの軸支持間距離 110 110 110 110 72

ｂ' mm 締付装置と締付装置受けピンが接する部分の長さ － － － － －

σ N/mm2 曲げ応力度 1.79 2.08 2.21 3.02 3.19

τ N/mm2 せん断応力度 0.520 0.610 0.650 0.880 0.430

ｎｂ 本 締付装置受けボルトの本数 4 4 4 4 2

σｔ N/mm2 引張応力度 1.42 1.63 1.76 2.36 2.21

ｗａ kN 扉枠の重量 4.91 4.91 4.42 15.2 16.7

ｎ３ 本 ヒンジ側アンカーボルトの本数 5 6 6 14 4

Ｔｄ kN アンカーボルト1本当りの引張力 1.45 1.30 1.36 0.947 3.52

Ｑｄ kN アンカーボルト1本当りのせん断力 1.45 1.30 1.36 0.947 3.52

Ｔａ kN アンカーボルト1本当りの短期許容引張力 33.5 34.1 34.1 29.7 57.5

Ｑａ kN アンカーボルト1本当りの短期許容せん断力 22.3 23.9 23.9 13.3 40.1

対象部位 記号 単位 定義

共通

ヒンジ

ヒンジ板

ヒンジピン

ヒンジボルト

締付装置
受けボルト

締付装置部

締付装置

アンカーボルト

締付装置
受けピン

水密扉No.

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



資料 8－2.13－8 

36 37 38 39 40

Ｇ kN 扉重量 6.87 6.38 6.38 6.34 5.40

ｋＨ - 水平震度 0.941 1.02 1.02 1.02 1.02

ｋＵＤ - 鉛直震度 0.747 0.786 0.786 0.786 0.786

Ｌ１ mm 扉重心とヒンジ芯間距離 636 558 558 580 580

Ｌ２ mm ヒンジ芯間距離 1244 1720 1720 1760 1760

Ｗ１ kN スラスト荷重 12.1 11.4 11.4 11.4 9.65

Ｆ１ kN 転倒力 9.38 6.96 6.96 6.97 5.94

Ｌ３ mm ヒンジ板の2軸間距離 400 235 235 250 250

σ N/mm2 曲げ応力度 28.9 38.2 38.2 75.8 64.6

τ N/mm
2 せん断応力度 1.21 2.03 2.03 3.78 3.22

Ｌ４ mm ヒンジ板と受板間距離 33 20 20 15 15

σ N/mm2 曲げ応力度 35.8 23.9 23.9 71.8 58.8

τ N/mm2 せん断応力度 7.87 7.39 7.39 19.0 16.2

ｎ１ 本 ヒンジボルトの本数 4 4 4 4 4

τ N/mm2 せん断応力度 32.4 28.4 28.4 52.7 45.0

共通 ｎ２ 本 締付装置の本数 6 4 4 2 2

Ｌ５ mm 締付装置の突出長さ 73 50 50 50 50

σ N/mm2 曲げ応力度 8.02 8.02 8.02 26.9 22.9

τ N/mm2 せん断応力度 1.08 1.56 1.56 4.43 3.78

Ｌｐ mm 締付装置受けピンの軸支持間距離 72 110 110 77 77

ｂ' mm 締付装置と締付装置受けピンが接する部分の長さ － － － － －

σ N/mm2 曲げ応力度 3.19 2.24 2.24 45.7 39.2

τ N/mm2 せん断応力度 0.430 0.650 0.650 3.31 2.82

ｎｂ 本 締付装置受けボルトの本数 2 4 4 2 2

σｔ N/mm2 引張応力度 2.21 1.76 1.76 28.0 23.8

ｗａ kN 扉枠の重量 16.7 4.42 4.42 3.05 3.05

ｎ３ 本 ヒンジ側アンカーボルトの本数 4 5 6 3 3

Ｔｄ kN アンカーボルト1本当りの引張力 3.33 1.62 1.35 2.59 2.24

Ｑｄ kN アンカーボルト1本当りのせん断力 3.33 1.62 1.35 2.59 2.24

Ｔａ kN アンカーボルト1本当りの短期許容引張力 57.5 33.5 34.1 32.1 32.1

Ｑａ kN アンカーボルト1本当りの短期許容せん断力 40.1 22.3 23.9 11.7 11.7

対象部位 記号 単位 定義

共通

ヒンジ

ヒンジ板

ヒンジピン

ヒンジボルト

締付装置
受けボルト

締付装置部

締付装置

アンカーボルト

締付装置
受けピン

水密扉No.

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



資料 8－2.13－9 

41 42 43 44 45

Ｇ kN 扉重量 31.9 5.89 13.2 6.38 51.4

ｋＨ - 水平震度 1.02 1.42 1.42 1.42 1.79

ｋＵＤ - 鉛直震度 0.786 0.821 0.821 0.821 0.821

Ｌ１ mm 扉重心とヒンジ芯間距離 1625 475 915 558 1530

Ｌ２ mm ヒンジ芯間距離 2185 1577 2055 1720 2228

Ｗ１ kN スラスト荷重 57.0 10.8 24.2 11.7 93.6

Ｆ１ kN 転倒力 58.7 7.42 20.2 8.30 111

Ｌ３ mm ヒンジ板の2軸間距離 340 235 340 235 315

σ N/mm2 曲げ応力度 73.8 36.0 31.3 39.0 103

τ N/mm
2 せん断応力度 5.43 1.91 2.30 2.07 6.50

Ｌ４ mm ヒンジ板と受板間距離 30 20 30 20 43

σ N/mm2 曲げ応力度 83.0 25.5 28.8 28.7 116

τ N/mm2 せん断応力度 27.7 7.88 9.50 8.82 33.3

ｎ１ 本 ヒンジボルトの本数 6 4 6 4 4

τ N/mm2 せん断応力度 60.0 27.8 23.1 30.4 86.0

共通 ｎ２ 本 締付装置の本数 4 4 2 4 4

Ｌ５ mm 締付装置の突出長さ 100 50 100 50 43

σ N/mm2 曲げ応力度 23.0 8.49 21.4 8.97 116

τ N/mm2 せん断応力度 3.44 1.61 3.21 1.75 22.3

Ｌｐ mm 締付装置受けピンの軸支持間距離 －
＊2 110 －

＊2 110 58

ｂ' mm 締付装置と締付装置受けピンが接する部分の長さ － － － － 30

σ N/mm2 曲げ応力度 －＊2 2.89 －＊2 3.12 123

τ N/mm2 せん断応力度 19.3 0.840 22.4 0.910 48.9

ｎｂ 本 締付装置受けボルトの本数 2 4 2 4 2

σｔ N/mm2 引張応力度 27.1 2.27 31.4 2.44 36.7

ｗａ kN 扉枠の重量 8.34 5.40 5.89 5.40 11.8

ｎ３ 本 ヒンジ側アンカーボルトの本数 6 8 5 6 26

Ｔｄ kN アンカーボルト1本当りの引張力 10.2 1.17 4.45 1.71 8.89

Ｑｄ kN アンカーボルト1本当りのせん断力 10.2 1.17 4.45 1.71 8.89

Ｔａ kN アンカーボルト1本当りの短期許容引張力 51.5 34.1 30.0 33.5 16.1

Ｑａ kN アンカーボルト1本当りの短期許容せん断力 10.3 23.9 13.9 22.3 10.1

対象部位 記号 単位 定義

共通

ヒンジ

ヒンジ板

ヒンジピン

ヒンジボルト

締付装置
受けボルト

締付装置部

締付装置

アンカーボルト

締付装置
受けピン

水密扉No.

注記＊2：締付装置受けピンが無いことを示す。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



資料 8－2.13－10 

46 47 48 49 50

Ｇ kN 扉重量 10.3 10.8 91.0 48.0 5.89

ｋＨ - 水平震度 1.79 1.27 1.37 1.37 0.947

ｋＵＤ - 鉛直震度 0.821 0.901 0.927 0.927 0.986

Ｌ１ mm 扉重心とヒンジ芯間距離 527 840 2900 1420 525

Ｌ２ mm ヒンジ芯間距離 1496 1525 2800 2221 1279

Ｗ１ kN スラスト荷重 18.8 20.6 176 92.5 11.7

Ｆ１ kN 転倒力 15.9 18.2 245 92.0 7.60

Ｌ３ mm ヒンジ板の2軸間距離 190 340 600 500 245

σ N/mm2 曲げ応力度 62.7 26.6 72.2 49.6 40.9

τ N/mm2 せん断応力度 3.84 1.96 5.02 3.31 2.08

Ｌ４ mm ヒンジ板と受板間距離 35 30 32 30 21

σ N/mm2 曲げ応力度 136 26.0 110 82.0 27.1

τ N/mm2 せん断応力度 22.1 8.57 51.2 31.9 8.07

ｎ１ 本 ヒンジボルトの本数 4 6 6 6 4

τ N/mm
2 せん断応力度 52.4 20.2 124 124 29.7

共通 ｎ２ 本 締付装置の本数 4 2 6 4 4

Ｌ５ mm 締付装置の突出長さ 93 100 99 100 52

σ N/mm2 曲げ応力度 51.0 17.4 168 134 8.49

τ N/mm2 せん断応力度 4.50 2.59 17.0 13.4 1.53

Ｌｐ mm 締付装置受けピンの軸支持間距離 58 －＊2 98 98 112

ｂ' mm 締付装置と締付装置受けピンが接する部分の長さ 33 － － － －

σ N/mm2 曲げ応力度 24.3 －＊2 192 201 1.98

τ N/mm2 せん断応力度 9.81 16.3 10.3 10.9 0.560

ｎｂ 本 締付装置受けボルトの本数 2 2 4 4 4

σｔ N/mm2 引張応力度 7.35 22.9 23.2 24.5 1.50

ｗａ kN 扉枠の重量 － 5.40 76.5 48.1 4.91

ｎ３ 本 ヒンジ側アンカーボルトの本数 － 3 10 7 3

Ｔｄ kN アンカーボルト1本当りの引張力 － 6.63 27.1 15.5 2.93

Ｑｄ kN アンカーボルト1本当りのせん断力 － 6.63 27.1 15.5 2.93

Ｔａ kN アンカーボルト1本当りの短期許容引張力 － 30.5 27.9 50.2 34.1

Ｑａ kN アンカーボルト1本当りの短期許容せん断力 － 14.9 29.8 35.0 23.9

対象部位 記号 単位 定義

共通

ヒンジ

ヒンジ板

ヒンジピン

ヒンジボルト

締付装置
受けボルト

締付装置部

締付装置

アンカーボルト

締付装置
受けピン

水密扉No.

注記＊2：締付装置受けピンが無いことを示す。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



資料 8－2.13－11 

51 52 53 54 55

Ｇ kN 扉重量 6.33 5.89 12.8 6.81 10.8

ｋＨ - 水平震度 0.947 1.03 1.10 1.10 2.48

ｋＵＤ - 鉛直震度 0.986 1.07 1.10 1.10 0.838

Ｌ１ mm 扉重心とヒンジ芯間距離 455 455 915 558 740

Ｌ２ mm ヒンジ芯間距離 1459 1450 1855 1720 1550

Ｗ１ kN スラスト荷重 12.6 12.2 26.8 14.4 19.9

Ｆ１ kN 転倒力 6.93 6.87 20.3 8.39 22.9

Ｌ３ mm ヒンジ板の2軸間距離 245 245 340 235 105

σ N/mm2 曲げ応力度 44.0 42.6 34.8 48.0 17.3

τ N/mm2 せん断応力度 2.24 2.17 2.56 2.55 2.46

Ｌ４ mm ヒンジ板と受板間距離 21 21 30 20 5

σ N/mm2 曲げ応力度 23.9 23.9 28.8 28.7 29.0

τ N/mm2 せん断応力度 7.36 7.30 9.55 8.91 31.8

ｎ１ 本 ヒンジボルトの本数 4 4 6 4 8

τ N/mm
2 せん断応力度 30.6 29.9 24.7 35.3 60.2

共通 ｎ２ 本 締付装置の本数 4 4 2 4 6

Ｌ５ mm 締付装置の突出長さ 52 52 100 50 30

σ N/mm2 曲げ応力度 8.97 8.49 21.3 9.91 41.0

τ N/mm2 せん断応力度 1.65 1.61 3.17 1.91 7.80

Ｌｐ mm 締付装置受けピンの軸支持間距離 112 112 －＊2 110 －

ｂ' mm 締付装置と締付装置受けピンが接する部分の長さ － － － － －

σ N/mm2 曲げ応力度 2.12 2.15 －＊2 2.59 －

τ N/mm2 せん断応力度 0.600 0.610 16.7 0.750 －

ｎｂ 本 締付装置受けボルトの本数 4 4 2 4 －

σｔ N/mm2 引張応力度 1.63 1.63 23.4 2.01 －＊1

ｗａ kN 扉枠の重量 4.91 3.44 5.40 4.91 17.7

ｎ３ 本 ヒンジ側アンカーボルトの本数 4 3 3 6 31

Ｔｄ kN アンカーボルト1本当りの引張力 2.03 2.59 7.24 1.63 2.19

Ｑｄ kN アンカーボルト1本当りのせん断力 2.03 2.59 7.24 1.63 2.19

Ｔａ kN アンカーボルト1本当りの短期許容引張力 34.1 34.1 29.0 34.1 27.6

Ｑａ kN アンカーボルト1本当りの短期許容せん断力 23.9 23.9 11.7 23.9 22.5

対象部位 記号 単位 定義

共通

ヒンジ

ヒンジ板

ヒンジピン

ヒンジボルト

締付装置
受けボルト

締付装置部

締付装置

アンカーボルト

締付装置
受けピン

水密扉No.

注記＊1：締付装置受けボルトにが引張力が作用しないことを示す。
注記＊2：締付装置受けピンが無いことを示す。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



資料 8－2.13－12 

56 57 58

Ｇ kN 扉重量 12.74 12.74 12.74

ｋＨ - 水平震度 1.300 1.300 1.300

ｋＵＤ - 鉛直震度 1.000 1.000 1.000

Ｌ１ mm 扉重心とヒンジ芯間距離 732 732 732

Ｌ２ mm ヒンジ芯間距離 1382 1382 1382

Ｗ１ kN スラスト荷重 12.74 12.74 12.74

Ｆ１ kN 転倒力 15.03 15.03 15.03

Ｌ３ mm ヒンジ板の2軸間距離 250 250 250

σ N/mm2 曲げ応力度 33.18 33.18 33.18

τ N/mm2 せん断応力度 2.65 2.65 2.65

Ｌ４ mm ヒンジ板と受板間距離 25 25 25

σ N/mm2 曲げ応力度 44.63 44.63 44.63

τ N/mm2 せん断応力度 7.81 7.81 7.81

ｎ１ 本 ヒンジボルトの本数 8 8 8

τ N/mm2 せん断応力度 22.39 22.39 22.39

共通 ｎ２ 本 締付装置の本数 2 2 2

Ｌ５ mm 締付装置の突出長さ 18 18 18

σ N/mm2 曲げ応力度 54.45 54.45 54.45

τ N/mm
2 せん断応力度 11.34 11.34 11.34

Ｌｐ mm 締付装置受けピンの軸支持間距離 51 51 51

ｂ' mm 締付装置と締付装置受けピンが接する部分の長さ － － －

σ N/mm2 曲げ応力度 116 116 116

τ N/mm2 せん断応力度 26.4 26.4 26.4

ｎｂ 本 締付装置受けボルトの本数 4 4 4

σｔ N/mm2 引張応力度 54.5 54.5 54.5

ｗａ kN 扉枠の重量 9.70 9.70 9.70

ｎ３ 本 ヒンジ側アンカーボルトの本数 3 3 3

Ｔｄ kN アンカーボルト1本当りの引張力 7.12 7.12 7.12

Ｑｄ kN アンカーボルト1本当りのせん断力 10.33 10.33 10.33

Ｔａ kN アンカーボルト1本当りの短期許容引張力 49.35 49.35 49.35

Ｑａ kN アンカーボルト1本当りの短期許容せん断力 28.43 28.43 28.43

対象部位 記号 単位 定義

共通

ヒンジ

ヒンジ板

ヒンジピン

ヒンジボルト

締付装置
受けボルト

締付装置部

締付装置

アンカーボルト

締付装置
受けピン

水密扉No.

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



資料 8－2.13－13 

水密扉
No.

発生値
(応力度又は荷重)

(N/mm2)

許容限界値

(N/mm2)

発生応力度/
許容限界値

ヒンジ板＊2 69.2 235 0.30

ヒンジピン＊2 34.4 345 0.10

ヒンジボルト 53.0 375 0.15

締付装置＊2 19.6 205 0.10

締付装置受けピン＊2 35.2 205 0.18

締付装置受けボルト 8.07 651 0.02

2.36 16.1 0.15

ヒンジ板＊2 68.7 235 0.30

ヒンジピン＊2 39.2 345 0.12

ヒンジボルト 54.3 375 0.15

締付装置＊2 19.6 205 0.10

締付装置受けピン＊2 34.6 205 0.17

締付装置受けボルト 7.98 651 0.02

2.64 16.1 0.17

ヒンジ板＊2 68.7 235 0.30

ヒンジピン＊2 39.2 345 0.12

ヒンジボルト 54.3 375 0.15

締付装置＊2 19.6 205 0.10

締付装置受けピン＊2 34.6 205 0.17

締付装置受けボルト 7.98 651 0.02

2.64 16.1 0.17

ヒンジ板＊2 69.2 235 0.30

ヒンジピン＊2 34.4 345 0.10

ヒンジボルト 53.0 375 0.15

締付装置＊2 19.6 205 0.10

締付装置受けピン＊2 35.2 205 0.18

締付装置受けボルト 8.07 651 0.02

2.36 16.1 0.15

ヒンジ板＊2 69.2 235 0.30

ヒンジピン＊2 34.4 345 0.10

ヒンジボルト 53.0 375 0.15

締付装置＊2 19.6 205 0.10

締付装置受けピン＊2 35.2 205 0.18

締付装置受けボルト 8.07 651 0.02

2.36 16.1 0.15

ヒンジ

締付装置部

アンカーボルト＊1

5

ヒンジ

締付装置部

アンカーボルト＊1

対象評価部材

1

ヒンジ

締付装置部

アンカーボルト＊1

2

ヒンジ

締付装置部

アンカーボルト＊1

3

ヒンジ

締付装置部

アンカーボルト＊1

4

注記＊2：組合せ荷重を記載。

注記＊1：アンカーボルトについては単位をkNとし，引張及びせん断のうち評価結果が厳しい値を記載する。
　　　　 なお，引張とせん断が同時に作用しないことから組合せの評価は行わない。

1.2 耐震評価結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



資料 8－2.13－14 

水密扉
No.

発生値
(応力度又は荷重)

(N/mm2)

許容限界値

(N/mm2)

発生応力度/
許容限界値

ヒンジ板＊2 69.2 235 0.30

ヒンジピン＊2 34.4 345 0.10

ヒンジボルト 53.0 375 0.15

締付装置＊2 19.6 205 0.10

締付装置受けピン＊2 35.2 205 0.18

締付装置受けボルト 8.07 651 0.02

2.36 16.1 0.15

ヒンジ板＊2 69.2 235 0.30

ヒンジピン＊2 34.4 345 0.10

ヒンジボルト 53.0 375 0.15

締付装置＊2 19.6 205 0.10

締付装置受けピン＊2 35.2 205 0.18

締付装置受けボルト 8.07 651 0.02

2.36 16.1 0.15

ヒンジ板＊2 69.2 235 0.30

ヒンジピン＊2 34.4 345 0.10

ヒンジボルト 53.0 375 0.15

締付装置＊2 19.6 205 0.10

締付装置受けピン＊2 35.2 205 0.18

締付装置受けボルト 8.07 651 0.02

2.36 16.1 0.15

ヒンジ板＊2 69.2 235 0.30

ヒンジピン＊2 34.4 345 0.10

ヒンジボルト 53.0 375 0.15

締付装置＊2 19.6 205 0.10

締付装置受けピン＊2 35.2 205 0.18

締付装置受けボルト 8.07 651 0.02

2.36 16.1 0.15

ヒンジ板＊2 69.2 235 0.30

ヒンジピン＊2 34.4 345 0.10

ヒンジボルト 53.0 375 0.15

締付装置＊2 19.6 205 0.10

締付装置受けピン＊2 35.2 205 0.18

締付装置受けボルト 8.07 651 0.02

2.36 16.1 0.15

対象評価部材

6

ヒンジ

締付装置部

アンカーボルト＊1

7

ヒンジ

締付装置部

アンカーボルト＊1

8

ヒンジ

締付装置部

アンカーボルト＊1

9

ヒンジ

締付装置部

アンカーボルト＊1

10

ヒンジ

締付装置部

アンカーボルト＊1

注記＊2：組合せ荷重を記載。

注記＊1：アンカーボルトについては単位をkNとし，引張及びせん断のうち評価結果が厳しい値を記載する。
　　　　 なお，引張とせん断が同時に作用しないことから組合せの評価は行わない。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



資料 8－2.13－15 

水密扉
No.

発生値
(応力度又は荷重)

(N/mm2)

許容限界値

(N/mm2)

発生応力度/
許容限界値

ヒンジ板＊2 146 215 0.68

ヒンジピン＊2 89.0 345 0.26

ヒンジボルト 113 404 0.28

締付装置＊2 93.0 205 0.46

締付装置受けピン＊2 12.0 345 0.04

締付装置受けボルト 16.5 651 0.03

10.3 14.2 0.73

ヒンジ板＊2 154 215 0.72

ヒンジピン＊2 110 345 0.32

ヒンジボルト 127 404 0.32

締付装置＊2 98.1 205 0.48

締付装置受けピン＊2 12.6 345 0.04

締付装置受けボルト 34.8 700 0.05

35.7 49.0 0.73

ヒンジ板＊2 67.1 205 0.33

ヒンジピン＊2 174 345 0.51

ヒンジボルト 169 236 0.72

締付装置＊2 216 345 0.63

締付装置受けピン＊2 73.1 345 0.22

締付装置受けボルト －＊3 －＊3 －＊3

21.0 26.8 0.79

ヒンジ板＊2 53.5 205 0.27

ヒンジピン＊2 140 345 0.41

ヒンジボルト 64.9 259 0.26

締付装置＊2 52.8 205 0.26

締付装置受けピン＊2 21.6 345 0.07

締付装置受けボルト 5.18 450 0.02

3.61 17.5 0.21

ヒンジ板＊2 53.5 205 0.27

ヒンジピン＊2 140 345 0.41

ヒンジボルト 64.9 259 0.26

締付装置＊2 52.8 205 0.26

締付装置受けピン＊2 21.6 345 0.07

締付装置受けボルト 5.18 450 0.02

3.61 10.2 0.36

14

ヒンジ

締付装置部

アンカーボルト＊1

15

ヒンジ

締付装置部

アンカーボルト＊1

対象評価部材

11

ヒンジ

締付装置部

アンカーボルト＊1

12

ヒンジ

締付装置部

アンカーボルト＊1

13

ヒンジ

締付装置部

アンカーボルト＊1

注記＊3：締付装置受けボルトに引張力が作用しないことを示す。

注記＊2：組合せ荷重を記載。

注記＊1：アンカーボルトについては単位をkNとし，引張及びせん断のうち評価結果が厳しい値を記載する。
　　　　 なお，引張とせん断が同時に作用しないことから組合せの評価は行わない。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



資料 8－2.13－16 

水密扉
No.

発生値
(応力度又は荷重)

(N/mm2)

許容限界値

(N/mm2)

発生応力度/
許容限界値

ヒンジ板＊2 96.2 205 0.47

ヒンジピン＊2 106 345 0.31

ヒンジボルト 119 375 0.32

締付装置＊2 120 205 0.59

締付装置受けピン＊2 48.2 205 0.24

締付装置受けボルト －＊3 －＊3 －＊3

9.48 35.0 0.28

ヒンジ板＊2 53.5 205 0.27

ヒンジピン＊2 140 345 0.41

ヒンジボルト 64.9 259 0.26

締付装置＊2 52.8 205 0.26

締付装置受けピン＊2 21.6 345 0.07

締付装置受けボルト 5.18 450 0.02

3.61 16.6 0.22

ヒンジ板＊2 70.3 205 0.35

ヒンジピン＊2 109 686 0.16

ヒンジボルト 135 404 0.34

締付装置＊2 200 205 0.98

締付装置受けピン＊2 49.3 345 0.15

締付装置受けボルト －＊3 －＊3 －＊3

20.9 34.7 0.61

ヒンジ板＊2 53.7 205 0.27

ヒンジピン＊2 88.6 205 0.44

ヒンジボルト 103 375 0.28

締付装置＊2 88.4 205 0.44

締付装置受けピン＊2 199 205 0.97

締付装置受けボルト －＊3 －＊3 －＊3

8.43 35.0 0.25

ヒンジ板＊2 55.3 205 0.27

ヒンジピン＊2 147 345 0.43

ヒンジボルト 109 236 0.46

締付装置＊2 184 205 0.90

締付装置受けピン＊2 41.9 345 0.13

締付装置受けボルト －＊3 －＊3 －＊3

18.3 19.1 0.96

対象評価部材

16

ヒンジ

締付装置部

アンカーボルト＊1

17

ヒンジ

締付装置部

アンカーボルト＊1

18

ヒンジ

締付装置部

アンカーボルト＊1

19

ヒンジ

締付装置部

アンカーボルト＊1

20

ヒンジ

締付装置部

アンカーボルト＊1

注記＊3：締付装置受けボルトに引張力が作用しないことを示す。

注記＊2：組合せ荷重を記載。

注記＊1：アンカーボルトについては単位をkNとし，引張及びせん断のうち評価結果が厳しい値を記載する。
　　　　 なお，引張とせん断が同時に作用しないことから組合せの評価は行わない。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



資料 8－2.13－17 

水密扉
No.

発生値
(応力度又は荷重)

(N/mm2)

許容限界値

(N/mm2)

発生応力度/
許容限界値

ヒンジ板＊2 59.2 205 0.29

ヒンジピン＊2 92.8 345 0.27

ヒンジボルト 121 236 0.52

締付装置＊2 191 205 0.93

締付装置受けピン＊2 43.4 345 0.13

締付装置受けボルト －＊3 －＊3 －＊3

15.2 17.6 0.87

ヒンジ板＊2 50.9 215 0.24

ヒンジピン＊2 82.1 686 0.12

ヒンジボルト 37.8 404 0.10

締付装置＊2 33.5 205 0.17

締付装置受けピン＊2 18.2 345 0.06

締付装置受けボルト 3.17 651 0.01

4.08 18.4 0.23

ヒンジ板＊2 13.1 215 0.07

ヒンジピン＊2 52.4 686 0.08

ヒンジボルト 34.1 404 0.09

締付装置＊2 28.8 205 0.15

締付装置受けピン＊2 33.0 345 0.10

締付装置受けボルト 7.46 651 0.02

3.81 24.3 0.16

ヒンジ板＊2 34.5 215 0.17

ヒンジピン＊2 21.9 205 0.11

ヒンジボルト 25.0 135 0.19

締付装置＊2 7.46 390 0.02

締付装置受けピン＊2 1.65 205 0.01

締付装置受けボルト 1.29 651 0.01

1.14 23.9 0.05

ヒンジ板＊2 28.9 215 0.14

ヒンジピン＊2 40.7 345 0.12

ヒンジボルト 33.1 375 0.09

締付装置＊2 8.22 345 0.03

締付装置受けピン＊2 0.375 199 0.01

締付装置受けボルト 1.92 651 0.01

6.46 40.1 0.17

25

ヒンジ

締付装置部

アンカーボルト＊1

24

ヒンジ

締付装置部

アンカーボルト＊1

対象評価部材

21

ヒンジ

締付装置部

アンカーボルト＊1

22

ヒンジ

締付装置部

アンカーボルト＊1

23

ヒンジ

締付装置部

アンカーボルト＊1

注記＊3：締付装置受けボルトに引張力が作用しないことを示す。

注記＊2：組合せ荷重を記載。

注記＊1：アンカーボルトについては単位をkNとし，引張及びせん断のうち評価結果が厳しい値を記載する。
　　　　 なお，引張とせん断が同時に作用しないことから組合せの評価は行わない。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



資料 8－2.13－18 

水密扉
No.

発生値
(応力度又は荷重)

(N/mm2)

許容限界値

(N/mm2)

発生応力度/
許容限界値

ヒンジ板＊2 28.9 215 0.14

ヒンジピン＊2 35.9 345 0.11

ヒンジボルト 31.6 375 0.09

締付装置＊2 8.22 345 0.03

締付装置受けピン＊2 0.375 199 0.01

締付装置受けボルト 1.92 651 0.01

5.79 40.1 0.15

ヒンジ板＊2 80.3 215 0.38

ヒンジピン＊2 78.5 345 0.23

ヒンジボルト 54.5 375 0.15

締付装置＊2 28.8 205 0.15

締付装置受けピン＊2 39.2 205 0.20

締付装置受けボルト 24.4 651 0.04

2.46 11.7 0.22

ヒンジ板＊2 77.1 215 0.36

ヒンジピン＊2 72.1 345 0.21

ヒンジボルト 52.4 375 0.14

締付装置＊2 27.2 205 0.14

締付装置受けピン＊2 39.2 205 0.20

締付装置受けボルト 23.3 651 0.04

2.38 11.7 0.21

ヒンジ板＊2 37.5 215 0.18

ヒンジピン＊2 23.7 205 0.12

ヒンジボルト 27.1 135 0.21

締付装置＊2 7.96 390 0.03

締付装置受けピン＊2 1.79 205 0.01

締付装置受けボルト 1.42 651 0.01

1.19 23.9 0.05

ヒンジ板＊2 45.9 215 0.22

ヒンジピン＊2 26.9 205 0.14

ヒンジボルト 31.2 135 0.24

締付装置＊2 9.45 390 0.03

締付装置受けピン＊2 2.16 205 0.02

締付装置受けボルト 1.67 651 0.01

1.26 23.9 0.06

アンカーボルト＊1

30

ヒンジ

締付装置部

アンカーボルト＊1

26

ヒンジ

締付装置部

29

ヒンジ

締付装置部

アンカーボルト＊1

ヒンジ

締付装置部

アンカーボルト＊1

27

28

ヒンジ

締付装置部

アンカーボルト＊1

対象評価部材

注記＊2：組合せ荷重を記載。

注記＊1：アンカーボルトについては単位をkNとし，引張及びせん断のうち評価結果が厳しい値を記載する。
　　　　 なお，引張とせん断が同時に作用しないことから組合せの評価は行わない。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



資料 8－2.13－19 

水密扉
No.

発生値
(応力度又は荷重)

(N/mm2)

許容限界値

(N/mm2)

発生応力度/
許容限界値

ヒンジ板＊2 37.5 215 0.18

ヒンジピン＊2 23.7 205 0.12

ヒンジボルト 27.1 135 0.21

締付装置＊2 7.96 390 0.03

締付装置受けピン＊2 1.79 205 0.01

締付装置受けボルト 1.42 651 0.01

1.45 22.3 0.07

ヒンジ板＊2 37.6 215 0.18

ヒンジピン＊2 25.4 205 0.13

ヒンジボルト 27.7 135 0.21

締付装置＊2 7.99 390 0.03

締付装置受けピン＊2 2.08 205 0.02

締付装置受けボルト 1.63 651 0.01

1.30 23.9 0.06

ヒンジ板＊2 40.0 215 0.19

ヒンジピン＊2 27.2 205 0.14

ヒンジボルト 29.5 135 0.22

締付装置＊2 8.49 390 0.03

締付装置受けピン＊2 2.21 205 0.02

締付装置受けボルト 1.76 651 0.01

1.36 23.9 0.06

ヒンジ板＊2 54.8 215 0.26

ヒンジピン＊2 36.5 205 0.18

ヒンジボルト 40.3 135 0.30

締付装置＊2 9.63 390 0.03

締付装置受けピン＊2 3.02 205 0.02

締付装置受けボルト 2.36 651 0.01

0.947 13.3 0.08

ヒンジ板＊2 29.0 215 0.14

ヒンジピン＊2 41.9 345 0.13

ヒンジボルト 33.5 375 0.09

締付装置＊2 8.24 345 0.03

締付装置受けピン＊2 0.430 199 0.01

締付装置受けボルト 2.21 651 0.01

3.52 40.1 0.09

ヒンジ

締付装置部

アンカーボルト＊1

31

ヒンジ

締付装置部

アンカーボルト＊1

34

35

ヒンジ

締付装置部

アンカーボルト＊1

ヒンジ

締付装置部

アンカーボルト＊1

32

ヒンジ

締付装置部

アンカーボルト＊1

33

対象評価部材

注記＊2：組合せ荷重を記載。

注記＊1：アンカーボルトについては単位をkNとし，引張及びせん断のうち評価結果が厳しい値を記載する。
　　　　 なお，引張とせん断が同時に作用しないことから組合せの評価は行わない。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



資料 8－2.13－20 

水密扉
No.

発生値
(応力度又は荷重)

(N/mm2)

許容限界値

(N/mm2)

発生応力度/
許容限界値

ヒンジ板＊2 29.0 215 0.14

ヒンジピン＊2 38.3 345 0.12

ヒンジボルト 32.4 375 0.09

締付装置＊2 8.24 345 0.03

締付装置受けピン＊2 0.430 199 0.01

締付装置受けボルト 2.21 651 0.01

3.33 40.1 0.09

ヒンジ板＊2 38.3 215 0.18

ヒンジピン＊2 27.1 205 0.14

ヒンジボルト 28.4 135 0.22

締付装置＊2 8.47 390 0.03

締付装置受けピン＊2 2.24 205 0.02

締付装置受けボルト 1.76 651 0.01

1.62 22.3 0.08

ヒンジ板＊2 38.3 215 0.18

ヒンジピン＊2 27.1 205 0.14

ヒンジボルト 28.4 135 0.22

締付装置＊2 8.47 390 0.03

締付装置受けピン＊2 2.24 205 0.02

締付装置受けボルト 1.76 651 0.01

1.35 23.9 0.06

ヒンジ板＊2 76.1 215 0.36

ヒンジピン＊2 79.0 345 0.23

ヒンジボルト 52.7 375 0.15

締付装置＊2 28.0 205 0.14

締付装置受けピン＊2 45.7 205 0.23

締付装置受けボルト 28.0 651 0.05

2.59 11.7 0.23

ヒンジ板＊2 64.8 215 0.31

ヒンジピン＊2 65.1 345 0.19

ヒンジボルト 45.0 375 0.12

締付装置＊2 23.8 205 0.12

締付装置受けピン＊2 39.2 205 0.20

締付装置受けボルト 23.8 651 0.04

2.24 11.7 0.20

ヒンジ

締付装置部

アンカーボルト＊1

36

39

ヒンジ

締付装置部

アンカーボルト＊1

締付装置部

アンカーボルト＊1

38

ヒンジ

締付装置部

アンカーボルト＊1

ヒンジ

対象評価部材

37

40

ヒンジ

締付装置部

アンカーボルト＊1

注記＊2：組合せ荷重を記載。

注記＊1：アンカーボルトについては単位をkNとし，引張及びせん断のうち評価結果が厳しい値を記載する。
　　　　 なお，引張とせん断が同時に作用しないことから組合せの評価は行わない。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



資料 8－2.13－21 

水密扉
No.

発生値
(応力度又は荷重)

(N/mm2)

許容限界値

(N/mm2)

発生応力度/
許容限界値

ヒンジ板＊2 74.4 205 0.37

ヒンジピン＊2 109 345 0.32

ヒンジボルト 60.0 375 0.16

締付装置＊2 39.7 235 0.17

締付装置受けピン＊2 89.2 345 0.26

締付装置受けボルト 27.1 651 0.05

10.2 10.3 0.99

ヒンジ板＊2 36.2 215 0.17

ヒンジピン＊2 28.9 205 0.15

ヒンジボルト 27.8 135 0.21

締付装置＊2 8.94 390 0.03

締付装置受けピン＊2 2.89 205 0.02

締付装置受けボルト 2.27 651 0.01

1.17 23.9 0.05

ヒンジ板＊2 31.6 205 0.16

ヒンジピン＊2 33.2 345 0.10

ヒンジボルト 23.1 375 0.07

締付装置＊2 22.1 215 0.11

締付装置受けピン＊2 22.4 225 0.10

締付装置受けボルト 31.4 651 0.05

4.45 13.9 0.33

ヒンジ板＊2 39.2 215 0.19

ヒンジピン＊2 32.5 205 0.16

ヒンジボルト 30.4 135 0.23

締付装置＊2 9.47 390 0.03

締付装置受けピン＊2 3.12 205 0.02

締付装置受けボルト 2.44 651 0.01

1.71 22.3 0.08

ヒンジ板＊2 104 205 0.51

ヒンジピン＊2 130 686 0.19

ヒンジボルト 86.0 404 0.22

締付装置＊2 123 205 0.60

締付装置受けピン＊2 149 686 0.22

締付装置受けボルト 36.7 651 0.06

8.89 10.1 0.89

締付装置部

アンカーボルト＊1

43

41

44

ヒンジ

締付装置部

アンカーボルト＊1

ヒンジ

締付装置部

アンカーボルト＊1

ヒンジ

締付装置部

アンカーボルト＊1

42

ヒンジ

対象評価部材

45

ヒンジ

締付装置部

アンカーボルト＊1

注記＊2：組合せ荷重を記載。

注記＊1：アンカーボルトについては単位をkNとし，引張及びせん断のうち評価結果が厳しい値を記載する。
　　　　 なお，引張とせん断が同時に作用しないことから組合せの評価は行わない。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



資料 8－2.13－22 

水密扉
No.

発生値
(応力度又は荷重)

(N/mm2)

許容限界値

(N/mm2)

発生応力度/
許容限界値

ヒンジ板＊2 63.1 215 0.30

ヒンジピン＊2 142 686 0.21

ヒンジボルト 52.4 404 0.13

締付装置＊2 51.6 205 0.26

締付装置受けピン＊2 29.7 686 0.05

締付装置受けボルト 7.35 651 0.02

－ － －

ヒンジ板＊2 26.9 205 0.14

ヒンジピン＊2 29.9 345 0.09

ヒンジボルト 20.2 375 0.06

締付装置＊2 18.0 215 0.09

締付装置受けピン＊2 16.3 225 0.08

締付装置受けボルト 22.9 651 0.04

6.63 14.9 0.45

ヒンジ板＊2 72.8 205 0.36

ヒンジピン＊2 141 345 0.41

ヒンジボルト 124 375 0.34

締付装置＊2 171 205 0.84

締付装置受けピン＊2 192 205 0.94

締付装置受けボルト 23.2 205 0.12

27.1 27.9 0.98

ヒンジ板＊2 49.9 205 0.25

ヒンジピン＊2 98.9 345 0.29

ヒンジボルト 124 520 0.24

締付装置＊2 136 205 0.67

締付装置受けピン＊2 201 205 0.99

締付装置受けボルト 24.5 205 0.12

15.5 35.0 0.45

ヒンジ板＊2 41.0 215 0.20

ヒンジピン＊2 30.5 205 0.15

ヒンジボルト 29.7 135 0.22

締付装置＊2 8.90 390 0.03

締付装置受けピン＊2 1.98 205 0.01

締付装置受けボルト 1.50 651 0.01

2.93 23.9 0.13

対象評価部材

49

47

50

48

ヒンジ

締付装置部

アンカーボルト＊1

ヒンジ

締付装置部

ヒンジ

締付装置部

アンカーボルト＊1

ヒンジ

締付装置部

アンカーボルト＊1

アンカーボルト＊1

46

ヒンジ

締付装置部

アンカーボルト＊1

注記＊2：組合せ荷重を記載。

注記＊1：アンカーボルトについては単位をkNとし，引張及びせん断のうち評価結果が厳しい値を記載する。
　　　　 なお，引張とせん断が同時に作用しないことから組合せの評価は行わない。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



資料 8－2.13－23 

水密扉
No.

発生値
(応力度又は荷重)

(N/mm2)

許容限界値

(N/mm2)

発生応力度/
許容限界値

ヒンジ板＊2 44.2 215 0.21

ヒンジピン＊2 27.1 205 0.14

ヒンジボルト 30.6 135 0.23

締付装置＊2 9.42 390 0.03

締付装置受けピン＊2 2.12 205 0.02

締付装置受けボルト 1.63 651 0.01

2.03 23.9 0.09

ヒンジ板＊2 42.7 215 0.20

ヒンジピン＊2 27.1 205 0.14

ヒンジボルト 29.9 135 0.23

締付装置＊2 8.94 390 0.03

締付装置受けピン＊2 2.15 205 0.02

締付装置受けボルト 1.63 651 0.01

2.59 23.9 0.11

ヒンジ板＊2 35.0 205 0.18

ヒンジピン＊2 33.2 345 0.10

ヒンジボルト 24.7 375 0.07

締付装置＊2 22.0 215 0.11

締付装置受けピン＊2 16.7 225 0.08

締付装置受けボルト 23.4 651 0.04

7.24 11.7 0.62

ヒンジ板＊2 48.2 215 0.23

ヒンジピン＊2 32.6 205 0.16

ヒンジボルト 35.3 135 0.27

締付装置＊2 10.5 390 0.03

締付装置受けピン＊2 2.59 205 0.02

締付装置受けボルト 2.01 651 0.01

1.63 23.9 0.07

ヒンジ板＊2 17.9 205 0.09

ヒンジピン＊2 62.3 205 0.31

ヒンジボルト 60.2 205 0.30

締付装置＊2 43.2 205 0.22

締付装置受けピン＊2 － － －

締付装置受けボルト － － －

2.19 22.5 0.10

ヒンジ

締付装置部

アンカーボルト＊1

51

対象評価部材

ヒンジ

締付装置部

アンカーボルト＊1

52

ヒンジ

締付装置部

アンカーボルト＊1

ヒンジ

締付装置部

アンカーボルト＊1

53

54

55

ヒンジ

締付装置部

アンカーボルト＊1

注記＊2：組合せ荷重を記載。

注記＊1：アンカーボルトについては単位をkNとし，引張及びせん断のうち評価結果が厳しい値を記載する。
　　　　 なお，引張とせん断が同時に作用しないことから組合せの評価は行わない。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



資料 8－2.13－24 

水密扉
No.

発生値
(応力度又は荷重)

(N/mm2)

許容限界値

(N/mm2)

発生応力度/
許容限界値

ヒンジ板＊2 33.5 235 0.14

ヒンジピン＊2 46.7 235 0.20

ヒンジボルト 22.4 121 0.19

締付装置＊2 57.9 235 0.25

締付装置受けピン＊2 124.6 235 0.53

締付装置受けボルト 54.5 205 0.27

10.3 28.4 0.36

ヒンジ板＊2 33.5 235 0.14

ヒンジピン＊2 46.7 235 0.20

ヒンジボルト 22.4 121 0.19

締付装置＊2 57.9 235 0.25

締付装置受けピン＊2 124.6 235 0.53

締付装置受けボルト 54.5 205 0.27

10.3 28.4 0.36

ヒンジ板＊2 33.5 235 0.14

ヒンジピン＊2 46.7 235 0.20

ヒンジボルト 22.4 121 0.19

締付装置＊2 57.9 235 0.25

締付装置受けピン＊2 124.6 235 0.53

締付装置受けボルト 54.5 205 0.27

10.3 28.4 0.36

ヒンジ

締付装置部

アンカーボルト＊1

57

対象評価部材

56

ヒンジ

締付装置部

アンカーボルト＊1

58

ヒンジ

締付装置部

アンカーボルト＊1

注記＊2：組合せ荷重を記載。

注記＊1：アンカーボルトについては単位をkNとし，引張及びせん断のうち評価結果が厳しい値を記載する。
　　　　 なお，引張とせん断が同時に作用しないことから組合せの評価は行わない。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



資料 8－2.13－25 

1 2 3 4 5

ｈ mm 当該扉の浸水深さ 8600 17100 8600 17100 8600

ρo t/m3 水の密度 1.03 1.03 1.03 1.03 1.03

ｇ m/s2 重力加速度 9.80665 9.80665 9.80665 9.80665 9.80665

ＬＰＬ mm 扉板の短辺長さ 432 432 416 450 416

Ｈ mm 浸水深さ 8600 17100 8600 17100 8600

β - 浸水エリアの幅と水深の比による補正係数 1 1 1 1 1

αＨ - 余震震度(水平方向) 0.421 0.421 0.421 0.421 0.421

ｔ mm 扉板の厚さ 9 9 12 12 12

ρＳ t/m3 扉板の密度 7.85 7.85 7.85 7.85 7.85

ＷＤ kN 扉重量 6.88 6.62 6.38 7.51 6.38

Ｚ１ mm3/m 扉板の断面係数 1.350×104 1.350×104 2.400×104 2.400×104 2.400×104

ｗ２ kN/m2 扉下端に作用する津波荷重 86.9 173 86.9 173 86.9

ｂ mm 芯材に作用する荷重の負担幅 432 432 421 438 421

Ｌ mm 芯材の支持スパン 1060 1060 995 995 995

Ｚ２ mm3 芯材の断面係数 1.530×105 1.530×105 1.530×105 1.530×105 1.530×105

Ａｓ mm2 芯材のせん断断面積 1.260×103 1.260×103 1.260×103 1.260×103 1.260×103

共通 ｎ２ 本 締付装置の本数 - 2 4 4 4

Ｌ５ mm 締付装置の突出長さ - 50 50 52 50

σ N/mm2 曲げ応力度 - 9.78 136 296 136

τ N/mm2 せん断応力度 - 1.19 20.4 42.3 20.4

ＬP mm 締付装置受けピンの軸支持間距離 - 77 110 112 110

ｂ’ mm 締付装置と締付装置受けピンが接する長さ - 0 48 48 48

σ N/mm2 曲げ応力度 - 29.3 79.0 169 79.0

τ N/mm2 せん断応力度 - 2.38 22.9 47.5 22.9

ｎｂ 本 締付装置受けボルトの本数 - 2 4 4 4

σｔ N/mm2 引張応力度 - 20.1 61.5 128 61.5

Ｌ１ mm 躯体開口部の高さ 2100 2100 2100 2100 2100

Ｌ２ mm 躯体開口部の幅 1000 1000 1000 1000 1000

0°方向　ヒンジ側/上側　アンカーボルト本数 6 6 0 0 0

0°方向　開閉側/下側　アンカーボルト本数 6 6 0 0 0

90°方向　ヒンジ側/上側　アンカーボルト本数 6 6 11 12 10

90°方向　開閉側/下側　アンカーボルト本数 6 6 11 12 11

0°方向　ヒンジ側/上側
アンカーボルト1本当りの短期許容せん断力

11.7 11.7 - - -

0°方向　開閉側/下側
アンカーボルト1本当りの短期許容せん断力

11.7 11.7 - - -

90°方向　ヒンジ側/上側
アンカーボルト1本当りの短期許容引張力

32.1 32.1 34.1 34.1 33.5

90°方向　開閉側/下側
アンカーボルト1本当りの短期許容引張力

32.1 32.1 34.1 34.1 33.5

アンカーボルト

ｎ 本

Ｑａ kN/本

Ｔａ kN/本

芯材

締付装置部

締付装置

締付装置
受けピン

対象部位 記号 単位 定義

締付装置
受けボルト

共通

扉板

水密扉No.

2. 強度評価 

  Ｖ-3-別添3-1-5「水密扉の強度計算書」における検討対象水密扉について，以下に強度 

 評価に必要な入力値と強度評価結果を示す。 

 

2.1 入力値 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



資料 8－2.13－26 

6 7 8 9 10

ｈ mm 当該扉の浸水深さ 8600 17400 17400 4600 4600

ρo t/m3 水の密度 1.03 1.03 1.03 1.03 1.03

ｇ m/s2 重力加速度 9.80665 9.80665 9.80665 9.80665 9.80665

ＬＰＬ mm 扉板の短辺長さ 376 420 475 416 416

Ｈ mm 浸水深さ 8600 17400 17400 4600 4600

β - 浸水エリアの幅と水深の比による補正係数 1 1 1 1 1

αＨ - 余震震度(水平方向) 0.421 0.421 0.421 0.453 0.453

ｔ mm 扉板の厚さ 12 19 19 12 12

ρＳ t/m3 扉板の密度 7.85 7.85 7.85 7.85 7.85

ＷＤ kN 扉重量 5.89 6.87 6.87 6.38 6.81

Ｚ１ mm3/m 扉板の断面係数 2.400×104 6.017×104 6.017×104 2.400×104 2.400×104

ｗ２ kN/m2 扉下端に作用する津波荷重 86.9 176 176 46.5 46.5

ｂ mm 芯材に作用する荷重の負担幅 381 500 582 421 421

Ｌ mm 芯材の支持スパン 995 850 850 995 995

Ｚ２ mm3 芯材の断面係数 1.530×105 1.950×105 1.950×105 1.530×105 1.530×105

Ａｓ mm2 芯材のせん断断面積 1.260×103 1.500×103 1.500×103 1.260×103 1.260×103

共通 ｎ２ 本 締付装置の本数 4 6 6 4 4

Ｌ５ mm 締付装置の突出長さ 50 73 73 50 50

σ N/mm2 曲げ応力度 136 128 126 69.4 68.9

τ N/mm2 せん断応力度 20.4 13.0 12.8 10.4 10.3

ＬP mm 締付装置受けピンの軸支持間距離 110 72 72 110 110

ｂ’ mm 締付装置と締付装置受けピンが接する長さ 48 0 0 48 48

σ N/mm2 曲げ応力度 78.9 106 104 40.2 39.9

τ N/mm2 せん断応力度 22.9 14.7 14.4 11.7 11.6

ｎｂ 本 締付装置受けボルトの本数 4 2 2 4 4

σｔ N/mm2 引張応力度 61.4 75.0 73.8 31.3 31.1

Ｌ１ mm 躯体開口部の高さ 2100 2000 1975 2100 2080

Ｌ２ mm 躯体開口部の幅 1000 1000 995 1000 1000

0°方向　ヒンジ側/上側　アンカーボルト本数 0 0 0 0 0

0°方向　開閉側/下側　アンカーボルト本数 0 0 0 0 0

90°方向　ヒンジ側/上側　アンカーボルト本数 11 4 4 11 11

90°方向　開閉側/下側　アンカーボルト本数 9 4 7 11 11

0°方向　ヒンジ側/上側
アンカーボルト1本当りの短期許容せん断力

- - - - -

0°方向　開閉側/下側
アンカーボルト1本当りの短期許容せん断力

- - - - -

90°方向　ヒンジ側/上側
アンカーボルト1本当りの短期許容引張力

34.1 57.5 57.5 34.1 34.1

90°方向　開閉側/下側
アンカーボルト1本当りの短期許容引張力

34.1 57.5 57.5 34.1 34.1

アンカーボルト

ｎ 本

Ｑａ kN/本

Ｔａ kN/本

芯材

締付装置部

締付装置

締付装置
受けピン

対象部位 記号 単位 定義

締付装置
受けボルト

共通

扉板

水密扉No.

 

 

 

  



資料 8－2.13－27 

11 12 13 14 15

ｈ mm 当該扉の浸水深さ 4800 13400 13400 8800 8800

ρo t/m3 水の密度 1.03 1.03 1.03 1.03 1.03

ｇ m/s2 重力加速度 9.80665 9.80665 9.80665 9.80665 9.80665

ＬＰＬ mm 扉板の短辺長さ 366 420 475 432 432

Ｈ mm 浸水深さ 4800 13400 13400 8800 8800

β - 浸水エリアの幅と水深の比による補正係数 1 1 1 1 1

αＨ - 余震震度(水平方向) 0.453 0.453 0.453 0.551 0.551

ｔ mm 扉板の厚さ 12 19 19 9 9

ρＳ t/m3 扉板の密度 7.85 7.85 7.85 7.85 7.85

ＷＤ kN 扉重量 9.32 6.87 6.87 6.34 5.40

Ｚ１ mm3/m 扉板の断面係数 2.400×104 6.017×104 6.017×104 1.350×104 1.350×104

ｗ２ kN/m2 扉下端に作用する津波荷重 48.5 136 136 88.9 88.9

ｂ mm 芯材に作用する荷重の負担幅 358 500 582 432 432

Ｌ mm 芯材の支持スパン 1530 850 850 1060 1060

Ｚ２ mm3 芯材の断面係数 2.490×105 1.950×105 1.950×105 1.150×105 1.150×105

Ａｓ mm2 芯材のせん断断面積 1.600×103 1.500×103 1.500×103 9.750×102 9.750×102

共通 ｎ２ 本 締付装置の本数 4 6 6 2 -

Ｌ５ mm 締付装置の突出長さ 65 73 73 50 -

σ N/mm2 曲げ応力度 121 64.7 64.7 41.6 -

τ N/mm2 せん断応力度 16.2 6.59 6.57 5.15 -

ＬP mm 締付装置受けピンの軸支持間距離 110 72 72 77 -

ｂ’ mm 締付装置と締付装置受けピンが接する長さ 48 0 0 0 -

σ N/mm2 曲げ応力度 85.6 53.4 53.2 127 -

τ N/mm2 せん断応力度 24.9 7.41 7.39 10.3 -

ｎｂ 本 締付装置受けボルトの本数 4 2 2 2 -

σｔ N/mm2 引張応力度 66.6 38.0 37.9 87.0 -

Ｌ１ mm 躯体開口部の高さ 2300 1990 1980 2100 2100

Ｌ２ mm 躯体開口部の幅 2000 995 995 1000 1000

0°方向　ヒンジ側/上側　アンカーボルト本数 27 7 8 6 6

0°方向　開閉側/下側　アンカーボルト本数 27 3 4 6 6

90°方向　ヒンジ側/上側　アンカーボルト本数 0 0 0 6 6

90°方向　開閉側/下側　アンカーボルト本数 0 0 0 6 6

0°方向　ヒンジ側/上側
アンカーボルト1本当りの短期許容せん断力

13.3 40.1 40.1 11.7 11.7

0°方向　開閉側/下側
アンカーボルト1本当りの短期許容せん断力

13.3 40.1 40.1 11.7 11.7

90°方向　ヒンジ側/上側
アンカーボルト1本当りの短期許容引張力

- - - 32.1 32.1

90°方向　開閉側/下側
アンカーボルト1本当りの短期許容引張力

- - - 32.1 32.1

アンカーボルト

ｎ 本

Ｑａ kN/本

Ｔａ kN/本

芯材

締付装置部

締付装置

締付装置
受けピン

対象部位 記号 単位 定義

締付装置
受けボルト

共通

扉板

水密扉No.

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



資料 8－2.13－28 

水密扉
No.

発生値
 (応力度又は荷重)

(N/mm2)

許容限界値

(N/mm2)

発生応力度/
許容限界値

138 235 0.59

48.5 235 0.21

締付装置 －
＊3

－
＊3

－
＊3

締付装置受けピン
＊1

－
＊3

－
＊3

－
＊3

締付装置受けボルト －
＊3

－
＊3

－
＊3

－＊2 －＊2 －＊2

222 235 0.95

94.8 235 0.41

締付装置 10.0 205 0.05

締付装置受けピン＊1 29.3 205 0.15

締付装置受けボルト 20.1 651 0.04

0.389 11.7 0.04

71.7 235 0.31

40.8 235 0.18

締付装置 141 390 0.37

締付装置受けピン＊1 79.0 205 0.39

締付装置受けボルト 61.5 651 0.10

－
＊2

－
＊2

－
＊2

167 235 0.72

84.5 235 0.36

締付装置 305 390 0.79

締付装置受けピン＊1 169 205 0.83

締付装置受けボルト 128 651 0.20

19.9 34.1 0.59

71.7 235 0.31

40.8 235 0.18

締付装置 141 390 0.37

締付装置受けピン＊1 79.0 205 0.39

締付装置受けボルト 61.5 651 0.10

11.6 33.5 0.35

アンカーボルト＊4

4

扉板

芯材

締付装置部

アンカーボルト＊4

5

扉板

芯材

締付装置部

アンカーボルト＊4

対象評価部材

1

扉板

芯材

締付装置部

アンカーボルト＊4

2

扉板

芯材

締付装置部

アンカーボルト＊4

3

扉板

芯材

締付装置部

注記＊3：逆圧が作用せず，当該部位に荷重が生じないことを示す。

注記＊1：曲げとせん断のうち，厳しい結果を記載。

注記＊4：アンカーボルトについては単位をkNとし，引張及びせん断のうち評価結果が厳しい値を記載する。

　　　　 なお，引張とせん断が同時に作用しないことから組合せの評価は行わない。

注記＊2：アンカーボルトに引張力が作用しないことを示す。

2.2 強度評価結果 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



資料 8－2.13－29 

水密扉
No.

発生値
 (応力度又は荷重)

(N/mm2)

許容限界値

(N/mm2)

発生応力度/
許容限界値

58.8 235 0.26

36.9 235 0.16

締付装置 141 390 0.37

締付装置受けピン
＊1 78.9 205 0.39

締付装置受けボルト 61.4 651 0.10

12.8 34.1 0.38

59.1 235 0.26

34.2 135 0.26

締付装置 130 345 0.38

締付装置受けピン＊1 106 345 0.31

締付装置受けボルト 75.0 651 0.12

27.6 57.5 0.48

75.5 235 0.33

39.9 135 0.30

締付装置 128 345 0.38

締付装置受けピン＊1 104 345 0.31

締付装置受けボルト 73.8 651 0.12

27.2 57.5 0.48

39.6 235 0.17

22.4 235 0.10

締付装置 71.7 390 0.19

締付装置受けピン＊1 40.2 205 0.20

締付装置受けボルト 31.3 651 0.05

5.32 34.1 0.16

39.6 235 0.17

22.7 235 0.10

締付装置 71.2 390 0.19

締付装置受けピン＊1 39.9 205 0.20

締付装置受けボルト 31.1 651 0.05

5.29 34.1 0.16

扉板

7

8
締付装置部

アンカーボルト＊4

芯材

締付装置部

アンカーボルト＊4

扉板

芯材

6

扉板

芯材

締付装置部

アンカーボルト＊4

10

扉板

芯材

締付装置部

アンカーボルト＊4

9

扉板

芯材

締付装置部

アンカーボルト＊4

対象評価部材

注記＊1：曲げとせん断のうち，厳しい結果を記載。

注記＊4：アンカーボルトについては単位をkNとし，引張及びせん断のうち評価結果が厳しい値を記載する。

　　　　 なお，引張とせん断が同時に作用しないことから組合せの評価は行わない。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



資料 8－2.13－30 

水密扉
No.

発生値
 (応力度又は荷重)

(N/mm2)

許容限界値

(N/mm2)

発生応力度/
許容限界値

32.1 235 0.14

28.9 235 0.13

締付装置 124 390 0.32

締付装置受けピン
＊1 85.6 205 0.42

締付装置受けボルト 66.6 651 0.11

4.86 13.3 0.37

46.4 235 0.20

27.0 135 0.20

締付装置 65.7 345 0.20

締付装置受けピン＊1 53.4 345 0.16

締付装置受けボルト 38.0 651 0.06

18.7 40.1 0.47

59.4 235 0.26

31.4 135 0.24

締付装置 65.7 345 0.20

締付装置受けピン＊1 53.2 345 0.16

締付装置受けボルト 37.9 651 0.06

14.0 40.1 0.35

153 235 0.66

71.0 235 0.31

締付装置 42.6 205 0.21

締付装置受けピン＊1 127 205 0.62

締付装置受けボルト 87.0 651 0.14

1.69 11.7 0.15

153 235 0.66

70.0 235 0.30

締付装置 －＊3 －＊3 －＊3

締付装置受けピン＊1 －＊3 －＊3 －＊3

締付装置受けボルト －＊3 －＊3 －＊3

－＊2 －＊2 －＊2

扉板

芯材

締付装置部

アンカーボルト＊4

扉板

芯材

締付装置部

アンカーボルト＊4

13

対象評価部材

11

12

アンカーボルト＊4

扉板

芯材

締付装置部

15

扉板

芯材

締付装置部

アンカーボルト＊4

14

扉板

芯材

締付装置部

アンカーボルト＊4

注記＊3：逆圧が作用せず，当該部位に荷重が生じないことを示す。

注記＊1：曲げとせん断のうち，厳しい結果を記載。

注記＊4：アンカーボルトについては単位をkNとし，引張及びせん断のうち評価結果が厳しい値を記載する。

　　　　 なお，引張とせん断が同時に作用しないことから組合せの評価は行わない。

注記＊2：アンカーボルトに引張力が作用しないことを示す。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



資料 8－2.13－31 

1 2 3 4 5

ｈ mm 当該扉の浸水深さ 13000 13000 13000 13000 13000

ρo t/m
3 水の密度 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00

ｇ m/s
2 重力加速度 9.80665 9.80665 9.80665 9.80665 9.80665

ＬＰＬ mm 扉板の短辺長さ 460 460 460 460 460

Ｚ１ mm
3
/m 扉板の断面係数 1.350×10

4
1.350×10

4
1.350×10

4
1.350×10

4
1.350×10

4

ｗ２ kN/m
2 扉下端に作用する津波荷重 128 128 128 128 128

ｂ mm 芯材に作用する荷重の負担幅 445 445 445 445 445

Ｌ mm 芯材の支持スパン 1060 1310 1310 1060 1060

Ｚ２ mm
3 芯材の断面係数 1.150×10

5
1.150×10

5
1.150×10

5
1.150×10

5
1.150×10

5

Ａｓ mm2 芯材のせん断断面積 8.450×102 8.450×102 8.450×102 8.450×102 8.450×102

共通 ｎ２ 本 締付装置の本数 － － － － －

Ｌ５ mm 締付装置の突出長さ － － － － －

σ N/mm2 曲げ応力度 － － － － －

τ N/mm
2 せん断応力度 － － － － －

ＬP mm 締付装置受けピンの軸支持間距離 － － － － －

ｂ’ mm 締付装置と締付装置受けピンが接する長さ － － － － －

σ N/mm
2 曲げ応力度 － － － － －

τ N/mm
2 せん断応力度 － － － － －

ｎｂ 本 締付装置受けボルトの本数 － － － － －

σｔ N/mm
2 引張応力度 － － － － －

Ｌ１ mm 躯体開口部の高さ 2100 2100 2100 2100 2100

Ｌ２ mm 躯体開口部の幅 1000 1250 1250 1000 1000

0°方向　ヒンジ側/上側　アンカーボルト本数 4 4 4 4 4

0°方向　開閉側/下側　アンカーボルト本数 4 4 4 4 4

90°方向　ヒンジ側/上側　アンカーボルト本数 0 0 0 0 0

90°方向　開閉側/下側　アンカーボルト本数 0 0 0 0 0

0°方向　ヒンジ側/上側
アンカーボルト1本当りの短期許容せん断力

16.1 16.1 16.1 16.1 16.1

0°方向　開閉側/下側
アンカーボルト1本当りの短期許容せん断力

16.1 16.1 16.1 16.1 16.1

90°方向　ヒンジ側/上側
アンカーボルト1本当りの短期許容引張力

31.5 31.5 31.5 31.5 31.5

90°方向　開閉側/下側
アンカーボルト1本当りの短期許容引張力

31.5 31.5 31.5 31.5 31.5

水密扉No.

締付装置部

締付装置

締付装置
受けピン

アンカーボルト

締付装置
受けボルト

ｎ 本

Ｑａ kN/本

Ｔａ kN/本

芯材

対象部位 記号 単位 定義

共通

扉板

3. 強度評価（溢水） 

  Ｖ-3-別添3-2-2「水密扉の強度計算書（溢水）」における検討対象水密扉について，以 

 下に強度評価に必要な入力値と強度評価結果を示す。 

 

3.1 入力値 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



資料 8－2.13－32 

6 7 8 9 10

ｈ mm 当該扉の浸水深さ 13000 13000 13000 13000 13000

ρo t/m
3 水の密度 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00

ｇ m/s
2 重力加速度 9.80665 9.80665 9.80665 9.80665 9.80665

ＬＰＬ mm 扉板の短辺長さ 460 460 460 460 460

Ｚ１ mm
3
/m 扉板の断面係数 1.350×10

4
1.350×10

4
1.350×10

4
1.350×10

4
1.350×10

4

ｗ２ kN/m
2 扉下端に作用する津波荷重 128 128 128 128 128

ｂ mm 芯材に作用する荷重の負担幅 445 445 445 445 445

Ｌ mm 芯材の支持スパン 1060 1060 1060 1060 1060

Ｚ２ mm
3 芯材の断面係数 1.150×10

5
1.150×10

5
1.150×10

5
1.150×10

5
1.150×10

5

Ａｓ mm2 芯材のせん断断面積 8.450×102 8.450×102 8.450×102 8.450×102 8.450×102

共通 ｎ２ 本 締付装置の本数 － － － － －

Ｌ５ mm 締付装置の突出長さ － － － － －

σ N/mm2 曲げ応力度 － － － － －

τ N/mm
2 せん断応力度 － － － － －

ＬP mm 締付装置受けピンの軸支持間距離 － － － － －

ｂ’ mm 締付装置と締付装置受けピンが接する長さ － － － － －

σ N/mm
2 曲げ応力度 － － － － －

τ N/mm
2 せん断応力度 － － － － －

ｎｂ 本 締付装置受けボルトの本数 － － － － －

σｔ N/mm
2 引張応力度 － － － － －

Ｌ１ mm 躯体開口部の高さ 2100 2100 2100 2100 2100

Ｌ２ mm 躯体開口部の幅 1000 1000 1000 1000 1000

0°方向　ヒンジ側/上側　アンカーボルト本数 4 4 4 4 4

0°方向　開閉側/下側　アンカーボルト本数 4 4 4 4 4

90°方向　ヒンジ側/上側　アンカーボルト本数 0 0 0 0 0

90°方向　開閉側/下側　アンカーボルト本数 0 0 0 0 0

0°方向　ヒンジ側/上側
アンカーボルト1本当りの短期許容せん断力

16.1 16.1 16.1 16.1 16.1

0°方向　開閉側/下側
アンカーボルト1本当りの短期許容せん断力

16.1 16.1 16.1 16.1 16.1

90°方向　ヒンジ側/上側
アンカーボルト1本当りの短期許容引張力

31.5 31.5 31.5 31.5 31.5

90°方向　開閉側/下側
アンカーボルト1本当りの短期許容引張力

31.5 31.5 31.5 31.5 31.5

水密扉No.

締付装置部

締付装置

締付装置
受けピン

アンカーボルト

締付装置
受けボルト

ｎ 本

Ｑａ kN/本

Ｔａ kN/本

芯材

対象部位 記号 単位 定義

共通

扉板

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



資料 8－2.13－33 

11 12 13 14 15

ｈ mm 当該扉の浸水深さ 3800 3300 3300 3800 300

ρo t/m
3 水の密度 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00

ｇ m/s
2 重力加速度 9.80665 9.80665 9.80665 9.80665 9.80665

ＬＰＬ mm 扉板の短辺長さ 460 460 460 460 －

Ｚ１ mm
3
/m 扉板の断面係数 1.350×10

4
1.350×10

4
1.350×10

4
1.350×10

4 －

ｗ２ kN/m2 扉下端に作用する津波荷重 37.3 32.4 32.4 37.3 －

ｂ mm 芯材に作用する荷重の負担幅 445 445 445 445 －

Ｌ mm 芯材の支持スパン 1060 1060 1060 1060 －

Ｚ２ mm3 芯材の断面係数 1.150×105 1.150×105 1.150×105 1.150×105 －

Ａｓ mm
2 芯材のせん断断面積 8.450×10

2
8.450×10

2
8.450×10

2
8.450×10

2 －

共通 ｎ２ 本 締付装置の本数 － － － － －

Ｌ５ mm 締付装置の突出長さ － － － － －

σ N/mm
2 曲げ応力度 － － － － －

τ N/mm
2 せん断応力度 － － － － －

ＬP mm 締付装置受けピンの軸支持間距離 － － － － －

ｂ’ mm 締付装置と締付装置受けピンが接する長さ － － － － －

σ N/mm2 曲げ応力度 － － － － －

τ N/mm2 せん断応力度 － － － － －

ｎｂ 本 締付装置受けボルトの本数 － － － － －

σｔ N/mm2 引張応力度 － － － － －

Ｌ１ mm 躯体開口部の高さ 2100 2100 2100 2100 1900

Ｌ２ mm 躯体開口部の幅 1000 1000 1000 1000 1450

0°方向　ヒンジ側/上側　アンカーボルト本数 4 4 4 4 15

0°方向　開閉側/下側　アンカーボルト本数 4 4 4 4 15

90°方向　ヒンジ側/上側　アンカーボルト本数 0 0 0 0 0

90°方向　開閉側/下側　アンカーボルト本数 0 0 0 0 0

0°方向　ヒンジ側/上側
アンカーボルト1本当りの短期許容せん断力

16.1 16.1 16.1 16.1 14.2

0°方向　開閉側/下側
アンカーボルト1本当りの短期許容せん断力

16.1 16.1 16.1 16.1 14.2

90°方向　ヒンジ側/上側
アンカーボルト1本当りの短期許容引張力

31.5 31.5 31.5 31.5 44.6

90°方向　開閉側/下側
アンカーボルト1本当りの短期許容引張力

31.5 31.5 31.5 31.5 44.6

水密扉No.

締付装置部

締付装置

締付装置
受けピン

アンカーボルト

締付装置
受けボルト

ｎ 本

Ｑａ kN/本

Ｔａ kN/本

芯材

対象部位 記号 単位 定義

共通

扉板

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 



資料 8－2.13－34 

16 17 18 19 20

ｈ mm 当該扉の浸水深さ 300 1000 1000 900 900

ρo t/m
3 水の密度 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00

ｇ m/s
2 重力加速度 9.80665 9.80665 9.80665 9.80665 9.80665

ＬＰＬ mm 扉板の短辺長さ － 349 300 349 300

Ｚ１ mm
3
/m 扉板の断面係数 － 6.017×10

4
2.400×10

4
6.017×10

4
2.400×10

4

ｗ２ kN/m2 扉下端に作用する津波荷重 － 9.81 9.81 8.83 8.83

ｂ mm 芯材に作用する荷重の負担幅 － 705 300 705 300

Ｌ mm 芯材の支持スパン － 2535 855 2535 855

Ｚ２ mm3 芯材の断面係数 － 1.250×106 6.330×104 1.250×106 6.330×104

Ａｓ mm
2 芯材のせん断断面積 － 2.808×10

3
3.800×10

3
2.808×10

3
3.800×10

3

共通 ｎ２ 本 締付装置の本数 － － － － －

Ｌ５ mm 締付装置の突出長さ － － － － －

σ N/mm
2 曲げ応力度 － － － － －

τ N/mm
2 せん断応力度 － － － － －

ＬP mm 締付装置受けピンの軸支持間距離 － － － － －

ｂ’ mm 締付装置と締付装置受けピンが接する長さ － － － － －

σ N/mm2 曲げ応力度 － － － － －

τ N/mm2 せん断応力度 － － － － －

ｎｂ 本 締付装置受けボルトの本数 － － － － －

σｔ N/mm2 引張応力度 － － － － －

Ｌ１ mm 躯体開口部の高さ 1900 3200 － 3200 －

Ｌ２ mm 躯体開口部の幅 2100 2700 － 2700 －

0°方向　ヒンジ側/上側　アンカーボルト本数 16 8 － 8 －

0°方向　開閉側/下側　アンカーボルト本数 0 8 － 8 －

90°方向　ヒンジ側/上側　アンカーボルト本数 0 0 － 0 －

90°方向　開閉側/下側　アンカーボルト本数 8 0 － 0 －

0°方向　ヒンジ側/上側
アンカーボルト1本当りの短期許容せん断力

16.6 18.4 － 18.4 －

0°方向　開閉側/下側
アンカーボルト1本当りの短期許容せん断力

16.6 18.4 － 18.4 －

90°方向　ヒンジ側/上側
アンカーボルト1本当りの短期許容引張力

44.6 41.1 － 41.1 －

90°方向　開閉側/下側
アンカーボルト1本当りの短期許容引張力

44.6 41.1 － 41.1 －

水密扉No.

締付装置部

締付装置

締付装置
受けピン

アンカーボルト

締付装置
受けボルト

ｎ 本

Ｑａ kN/本

Ｔａ kN/本

芯材

対象部位 記号 単位 定義

共通

扉板

  

 

 

 

  



資料 8－2.13－35 

21 22 23 24 25

ｈ mm 当該扉の浸水深さ 1000 1000 500 500 2000

ρo t/m
3 水の密度 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00

ｇ m/s
2 重力加速度 9.80665 9.80665 9.80665 9.80665 9.80665

ＬＰＬ mm 扉板の短辺長さ 240 300 472 300 650

Ｚ１ mm
3
/m 扉板の断面係数 2.400×10

4
2.400×10

4
6.017×10

4
2.400×10

4
8.067×10

4

ｗ２ kN/m
2 扉下端に作用する津波荷重 9.81 9.81 4.91 4.91 19.7

ｂ mm 芯材に作用する荷重の負担幅 240 300 876 300 994

Ｌ mm 芯材の支持スパン 1360 880 2220 855 5230

Ｚ２ mm
3 芯材の断面係数 6.330×10

4
3.560×10

4
1.250×10

6
6.330×10

4
1.399×10

6

Ａｓ mm2 芯材のせん断断面積 3.800×103 2.850×103 2.808×103 3.800×103 2.680×103

共通 ｎ２ 本 締付装置の本数 － － － － 12

Ｌ５ mm 締付装置の突出長さ － － － － 114

σ N/mm2 曲げ応力度 － － － － 58.5

τ N/mm
2 せん断応力度 － － － － 5.10

ＬP mm 締付装置受けピンの軸支持間距離 － － － － 112

ｂ’ mm 締付装置と締付装置受けピンが接する長さ － － － － 54

σ N/mm
2 曲げ応力度 － － － － 17.5

τ N/mm
2 せん断応力度 － － － － 8.70

ｎｂ 本 締付装置受けボルトの本数 － － － － －

σｔ N/mm
2 引張応力度 － － － － －

Ｌ１ mm 躯体開口部の高さ 3570 2100 2485 － 5745

Ｌ２ mm 躯体開口部の幅 1550 1000 3300 － 5450

0°方向　ヒンジ側/上側　アンカーボルト本数 15 0 9 － 39

0°方向　開閉側/下側　アンカーボルト本数 15 0 9 － 39

90°方向　ヒンジ側/上側　アンカーボルト本数 0 3 0 － 0

90°方向　開閉側/下側　アンカーボルト本数 0 3 0 － 0

0°方向　ヒンジ側/上側
アンカーボルト1本当りの短期許容せん断力

18.4 18.4 18.4 － 26.8

0°方向　開閉側/下側
アンカーボルト1本当りの短期許容せん断力

18.4 18.4 18.4 － 26.8

90°方向　ヒンジ側/上側
アンカーボルト1本当りの短期許容引張力

41.1 48.5 41.1 － 50.2

90°方向　開閉側/下側
アンカーボルト1本当りの短期許容引張力

41.1 48.5 41.1 － 50.2

水密扉No.

締付装置部

締付装置

締付装置
受けピン

アンカーボルト

締付装置
受けボルト

ｎ 本

Ｑａ kN/本

Ｔａ kN/本

芯材

対象部位 記号 単位 定義

共通

扉板

 

 

 

  



資料 8－2.13－36 

26 27 28 29 30

ｈ mm 当該扉の浸水深さ 2000 2000 2000 2000 2000

ρo t/m
3 水の密度 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00

ｇ m/s
2 重力加速度 9.80665 9.80665 9.80665 9.80665 9.80665

ＬＰＬ mm 扉板の短辺長さ 955 955 880 955 800

Ｚ１ mm
3
/m 扉板の断面係数 2.042×10

5
2.042×10

5
2.042×10

5
2.042×10

5
2.042×10

5

ｗ２ kN/m2 扉下端に作用する津波荷重 19.7 19.7 19.7 19.7 19.7

ｂ mm 芯材に作用する荷重の負担幅 － － 880 － 800

Ｌ mm 芯材の支持スパン － － 3580 － 3300

Ｚ２ mm3 芯材の断面係数 － － 1.399×106 － 1.399×106

Ａｓ mm
2 芯材のせん断断面積 － － 2.680×10

3 － 2.680×10
3

共通 ｎ２ 本 締付装置の本数 － － － － －

Ｌ５ mm 締付装置の突出長さ － － － － －

σ N/mm
2 曲げ応力度 － － － － －

τ N/mm
2 せん断応力度 － － － － －

ＬP mm 締付装置受けピンの軸支持間距離 － － － － －

ｂ’ mm 締付装置と締付装置受けピンが接する長さ － － － － －

σ N/mm2 曲げ応力度 － － － － －

τ N/mm2 せん断応力度 － － － － －

ｎｂ 本 締付装置受けボルトの本数 － － － － －

σｔ N/mm2 引張応力度 － － － － －

Ｌ１ mm 躯体開口部の高さ 2100 2160 4880 2160 4880

Ｌ２ mm 躯体開口部の幅 1000 1000 4500 1000 4500

0°方向　ヒンジ側/上側　アンカーボルト本数 6 6 32 6 18

0°方向　開閉側/下側　アンカーボルト本数 5 5 20 5 20

90°方向　ヒンジ側/上側　アンカーボルト本数 0 0 0 0 0

90°方向　開閉側/下側　アンカーボルト本数 0 0 0 0 0

0°方向　ヒンジ側/上側
アンカーボルト1本当りの短期許容せん断力

17.5 10.2 35.0 16.6 35.0

0°方向　開閉側/下側
アンカーボルト1本当りの短期許容せん断力

17.5 10.2 35.0 16.6 35.0

90°方向　ヒンジ側/上側
アンカーボルト1本当りの短期許容引張力

38.8 45.6 35.7 40.7 34.7

90°方向　開閉側/下側
アンカーボルト1本当りの短期許容引張力

38.8 45.6 35.7 40.7 34.7

水密扉No.

締付装置部

締付装置

締付装置
受けピン

アンカーボルト

締付装置
受けボルト

ｎ 本

Ｑａ kN/本

Ｔａ kN/本

芯材

対象部位 記号 単位 定義

共通

扉板

 

 

 

 

 

 

 

  



資料 8－2.13－37 

31 32 33 34 35

ｈ mm 当該扉の浸水深さ 2000 2000 2000 700 1500

ρo t/m
3 水の密度 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00

ｇ m/s
2 重力加速度 9.80665 9.80665 9.80665 9.80665 9.80665

ＬＰＬ mm 扉板の短辺長さ 750 406 400 348 730

Ｚ１ mm
3
/m 扉板の断面係数 6.017×10

4
2.042×10

5
2.042×10

5
1.350×10

4
1.307×10

5

ｗ２ kN/m2 扉下端に作用する津波荷重 19.7 19.7 19.7 6.87 14.8

ｂ mm 芯材に作用する荷重の負担幅 900 403 390 347 －

Ｌ mm 芯材の支持スパン 3620 3690 3880 900 －

Ｚ２ mm3 芯材の断面係数 1.399×106 2.310×105 2.310×105 9.100×103 －

Ａｓ mm
2 芯材のせん断断面積 2.680×10

3
1.800×10

3
1.800×10

3
1.444×10

3 －

共通 ｎ２ 本 締付装置の本数 － － － － －

Ｌ５ mm 締付装置の突出長さ － － － － －

σ N/mm
2 曲げ応力度 － － － － －

τ N/mm
2 せん断応力度 － － － － －

ＬP mm 締付装置受けピンの軸支持間距離 － － － － －

ｂ’ mm 締付装置と締付装置受けピンが接する長さ － － － － －

σ N/mm2 曲げ応力度 － － － － －

τ N/mm2 せん断応力度 － － － － －

ｎｂ 本 締付装置受けボルトの本数 － － － － －

σｔ N/mm2 引張応力度 － － － － －

Ｌ１ mm 躯体開口部の高さ 5090 3200 4880 2090 1800

Ｌ２ mm 躯体開口部の幅 4000 3500 4800 995 600

0°方向　ヒンジ側/上側　アンカーボルト本数 25 14 27 5 0

0°方向　開閉側/下側　アンカーボルト本数 25 8 14 5 0

90°方向　ヒンジ側/上側　アンカーボルト本数 0 0 0 0 5

90°方向　開閉側/下側　アンカーボルト本数 0 0 0 0 6

0°方向　ヒンジ側/上側
アンカーボルト1本当りの短期許容せん断力

35.0 19.1 17.6 18.4 24.3

0°方向　開閉側/下側
アンカーボルト1本当りの短期許容せん断力

35.0 19.1 17.6 18.4 24.3

90°方向　ヒンジ側/上側
アンカーボルト1本当りの短期許容引張力

37.9 38.0 37.9 34.8 57.5

90°方向　開閉側/下側
アンカーボルト1本当りの短期許容引張力

37.9 38.0 37.9 34.8 57.5

水密扉No.

締付装置部

締付装置

締付装置
受けピン

アンカーボルト

締付装置
受けボルト

ｎ 本

Ｑａ kN/本

Ｔａ kN/本

芯材

対象部位 記号 単位 定義

共通

扉板

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



資料 8－2.13－38 

36 37 38 39 40

ｈ mm 当該扉の浸水深さ 400 800 400 400 800

ρo t/m
3 水の密度 1.03 1.03 1.03 1.03 1.03

ｇ m/s
2 重力加速度 9.80665 9.80665 9.80665 9.80665 9.80665

ＬＰＬ mm 扉板の短辺長さ 416 450 416 755 360

Ｚ１ mm
3
/m 扉板の断面係数 2.400×10

4
2.400×10

4
2.400×10

4
2.400×10

4
2.400×10

4

ｗ２ kN/m
2 扉下端に作用する津波荷重 4.05 8.09 4.05 4.05 8.09

ｂ mm 芯材に作用する荷重の負担幅 421 438 421 755 393

Ｌ mm 芯材の支持スパン 995 995 995 2520 925

Ｚ２ mm
3 芯材の断面係数 1.530×10

5
1.530×10

5
1.530×10

5
4.720×10

5
1.530×10

5

Ａｓ mm2 芯材のせん断断面積 1.260×103 1.260×103 1.260×103 1.600×103 1.260×103

共通 ｎ２ 本 締付装置の本数 4 － 4 － 4

Ｌ５ mm 締付装置の突出長さ 50 － 50 － 52

σ N/mm2 曲げ応力度 2.83 － 2.83 － 5.19

τ N/mm
2 せん断応力度 0.379 － 0.379 － 0.740

ＬP mm 締付装置受けピンの軸支持間距離 110 － 110 － 112

ｂ’ mm 締付装置と締付装置受けピンが接する長さ 48 － 48 － 48

σ N/mm
2 曲げ応力度 1.47 － 1.47 － 2.95

τ N/mm
2 せん断応力度 0.430 － 0.430 － 0.840

ｎｂ 本 締付装置受けボルトの本数 4 － 4 － 4

σｔ N/mm
2 引張応力度 1.15 － 1.15 － 2.24

Ｌ１ mm 躯体開口部の高さ 2100 2110 2100 2500 2090

Ｌ２ mm 躯体開口部の幅 1000 1000 1000 3300 985

0°方向　ヒンジ側/上側　アンカーボルト本数 0 0 0 12 0

0°方向　開閉側/下側　アンカーボルト本数 0 0 0 4 10

90°方向　ヒンジ側/上側　アンカーボルト本数 10 8 11 0 6

90°方向　開閉側/下側　アンカーボルト本数 11 8 11 0 0

0°方向　ヒンジ側/上側
アンカーボルト1本当りの短期許容せん断力

－ － － 10.3 －

0°方向　開閉側/下側
アンカーボルト1本当りの短期許容せん断力

－ － － 23.9 23.9

90°方向　ヒンジ側/上側
アンカーボルト1本当りの短期許容引張力

33.5 34.1 34.1 － 34.1

90°方向　開閉側/下側
アンカーボルト1本当りの短期許容引張力

33.5 34.1 34.1 － -

水密扉No.

締付装置部

締付装置

締付装置
受けピン

アンカーボルト

締付装置
受けボルト

ｎ 本

Ｑａ kN/本

Ｔａ kN/本

芯材

対象部位 記号 単位 定義

共通

扉板

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



資料 8－2.13－39 

41 42 43 44 45

ｈ mm 当該扉の浸水深さ 800 400 300 400 700

ρo t/m
3 水の密度 1.03 1.03 1.03 1.03 1.03

ｇ m/s
2 重力加速度 9.80665 9.80665 9.80665 9.80665 9.80665

ＬＰＬ mm 扉板の短辺長さ 450 392 533 416 728

Ｚ１ mm
3
/m 扉板の断面係数 2.400×10

4
2.400×10

4
2.400×10

4
2.400×10

4
2.042×10

5

ｗ２ kN/m
2 扉下端に作用する津波荷重 8.09 4.05 3.04 4.05 7.08

ｂ mm 芯材に作用する荷重の負担幅 438 398 533 421 894

Ｌ mm 芯材の支持スパン 995 995 2390 995 2630

Ｚ２ mm
3 芯材の断面係数 1.530×10

5
1.530×10

5
4.720×10

5
1.530×10

5
8.560×10

5

Ａｓ mm2 芯材のせん断断面積 1.260×103 1.260×103 1.600×103 1.260×103 1.998×103

共通 ｎ２ 本 締付装置の本数 4 － － － －

Ｌ５ mm 締付装置の突出長さ 52 － － － －

σ N/mm2 曲げ応力度 2.36 － － － －

τ N/mm
2 せん断応力度 0.283 － － － －

ＬP mm 締付装置受けピンの軸支持間距離 112 － － － －

ｂ’ mm 締付装置と締付装置受けピンが接する長さ 48 － － － －

σ N/mm
2 曲げ応力度 1.13 － － － －

τ N/mm
2 せん断応力度 0.320 － － － －

ｎｂ 本 締付装置受けボルトの本数 4 － － － －

σｔ N/mm
2 引張応力度 0.855 － － － －

Ｌ１ mm 躯体開口部の高さ 2100 2100 2510 2100 3100

Ｌ２ mm 躯体開口部の幅 990 1000 2490 1150 2800

0°方向　ヒンジ側/上側　アンカーボルト本数 0 15 10 0 15

0°方向　開閉側/下側　アンカーボルト本数 0 15 10 0 15

90°方向　ヒンジ側/上側　アンカーボルト本数 11 0 0 11 0

90°方向　開閉側/下側　アンカーボルト本数 10 0 0 11 0

0°方向　ヒンジ側/上側
アンカーボルト1本当りの短期許容せん断力

－ 23.9 13.9 － 10.1

0°方向　開閉側/下側
アンカーボルト1本当りの短期許容せん断力

－ 23.9 13.9 － 10.1

90°方向　ヒンジ側/上側
アンカーボルト1本当りの短期許容引張力

34.1 － － 33.5 16.1

90°方向　開閉側/下側
アンカーボルト1本当りの短期許容引張力

34.1 － － 33.5 16.1

水密扉No.

締付装置部

締付装置

締付装置
受けピン

アンカーボルト

締付装置
受けボルト

ｎ 本

Ｑａ kN/本

Ｔａ kN/本

芯材

対象部位 記号 単位 定義

共通

扉板

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



資料 8－2.13－40 

46 47 48 49 50

ｈ mm 当該扉の浸水深さ 700 1400 400 200 2400

ρo t/m
3 水の密度 1.03 1.00 1.00 1.00 1.00

ｇ m/s
2 重力加速度 9.80665 9.80665 9.80665 9.80665 9.80665

ＬＰＬ mm 扉板の短辺長さ 920 250 275 531 483

Ｚ１ mm
3
/m 扉板の断面係数 2.042×10

5
6.017×10

4
6.017×10

4
2.400×10

4
2.400×10

4

ｗ２ kN/m
2 扉下端に作用する津波荷重 7.08 14.2 4.05 2.03 24.3

ｂ mm 芯材に作用する荷重の負担幅 － 352 370 531 483

Ｌ mm 芯材の支持スパン － 1808 1310 2565 1860

Ｚ２ mm
3 芯材の断面係数 － 3.340×10

5
3.340×10

5
4.720×10

5
4.720×10

5

Ａｓ mm2 芯材のせん断断面積 － 2.250×103 2.250×103 1.600×103 1.600×103

共通 ｎ２ 本 締付装置の本数 － 4 4 2 －

Ｌ５ mm 締付装置の突出長さ － 96 96 65 －

σ N/mm2 曲げ応力度 － 10.1 2.24 1.40 －

τ N/mm
2 せん断応力度 － 1.17 0.252 0.230 －

ＬP mm 締付装置受けピンの軸支持間距離 － 110 110 ― －

ｂ’ mm 締付装置と締付装置受けピンが接する長さ － 0 0 0 －

σ N/mm
2 曲げ応力度 － 16.6 3.59 0 －

τ N/mm
2 せん断応力度 － 1.89 0.408 3.47 －

ｎｂ 本 締付装置受けボルトの本数 － 4 4 2 －

σｔ N/mm
2 引張応力度 － 7.56 1.64 4.86 －

Ｌ１ mm 躯体開口部の高さ － 2100 2100 2600 2100

Ｌ２ mm 躯体開口部の幅 － 1990 1500 2200 2000

0°方向　ヒンジ側/上側　アンカーボルト本数 － 0 0 8 6

0°方向　開閉側/下側　アンカーボルト本数 － 0 7 7 12

90°方向　ヒンジ側/上側　アンカーボルト本数 － 7 7 0 0

90°方向　開閉側/下側　アンカーボルト本数 － 8 0 0 0

0°方向　ヒンジ側/上側
アンカーボルト1本当りの短期許容せん断力

－ － － 10.3 14.9

0°方向　開閉側/下側
アンカーボルト1本当りの短期許容せん断力

－ － 23.9 10.3 14.9

90°方向　ヒンジ側/上側
アンカーボルト1本当りの短期許容引張力

－ 34.1 57.5 － －

90°方向　開閉側/下側
アンカーボルト1本当りの短期許容引張力

－ 34.1 － － －

水密扉No.

締付装置部

締付装置

締付装置
受けピン

アンカーボルト

締付装置
受けボルト

ｎ 本

Ｑａ kN/本

Ｔａ kN/本

芯材

対象部位 記号 単位 定義

共通

扉板

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



資料 8－2.13－41 

51 52 53 54 55

ｈ mm 当該扉の浸水深さ 200 2000 2000 300 13000

ρo t/m
3 水の密度 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00

ｇ m/s
2 重力加速度 9.80665 9.80665 9.80665 9.80665 9.80665

ＬＰＬ mm 扉板の短辺長さ 443 802 720 540 365

Ｚ１ mm
3
/m 扉板の断面係数 1.350×10

4
6.017×10

4
2.042×10

5
2.400×10

4
2.400×10

4

ｗ２ kN/m2 扉下端に作用する津波荷重 2.03 20.3 20.3 3.04 132

ｂ mm 芯材に作用する荷重の負担幅 443 802 720 540 365

Ｌ mm 芯材の支持スパン 1020 883 2420 2240 760

Ｚ２ mm3 芯材の断面係数 1.150×105 4.810×105 8.600×105 4.720×105 1.530×105

Ａｓ mm
2 芯材のせん断断面積 9.750×10

2
2.100×10

3
2.250×10

3
1.600×10

3
1.260×10

3

共通 ｎ２ 本 締付装置の本数 － － － － 4

Ｌ５ mm 締付装置の突出長さ － － － － 52

σ N/mm
2 曲げ応力度 － － － － 108

τ N/mm
2 せん断応力度 － － － － 15.4

ＬP mm 締付装置受けピンの軸支持間距離 － － － － 112

ｂ’ mm 締付装置と締付装置受けピンが接する長さ － － － － 48

σ N/mm2 曲げ応力度 － － － － 61.3

τ N/mm2 せん断応力度 － － － － 17.4

ｎｂ 本 締付装置受けボルトの本数 － － － － 4

σｔ N/mm2 引張応力度 － － － － 46.5

Ｌ１ mm 躯体開口部の高さ 2100 3340 2950 2100 1800

Ｌ２ mm 躯体開口部の幅 1000 5500 2500 2000 790

0°方向　ヒンジ側/上側　アンカーボルト本数 0 0 0 0 0

0°方向　開閉側/下側　アンカーボルト本数 0 0 0 7 0

90°方向　ヒンジ側/上側　アンカーボルト本数 6 13 13 7 7

90°方向　開閉側/下側　アンカーボルト本数 6 8 8 0 6

0°方向　ヒンジ側/上側
アンカーボルト1本当りの短期許容せん断力

－ － － － －

0°方向　開閉側/下側
アンカーボルト1本当りの短期許容せん断力

－ － － 23.9 －

90°方向　ヒンジ側/上側
アンカーボルト1本当りの短期許容引張力

30.5 33.3 50.2 34.1 34.1

90°方向　開閉側/下側
アンカーボルト1本当りの短期許容引張力

30.5 33.3 50.2 － 34.1

水密扉No.

締付装置部

締付装置

締付装置
受けピン

アンカーボルト

締付装置
受けボルト

ｎ 本

Ｑａ kN/本

Ｔａ kN/本

芯材

対象部位 記号 単位 定義

共通

扉板

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



資料 8－2.13－42 

56 57 58 59 60

ｈ mm 当該扉の浸水深さ 13000 10000 400 800 2000

ρo t/m
3 水の密度 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00

ｇ m/s
2 重力加速度 9.80665 9.80665 9.80665 9.80665 9.80665

ＬＰＬ mm 扉板の短辺長さ 300 390 533 416 1360

Ｚ１ mm
3
/m 扉板の断面係数 2.400×10

4
2.400×10

4
2.400×10

4
2.400×10

4
2.042×10

5

ｗ２ kN/m2 扉下端に作用する津波荷重 132 102 4.05 8.09 19.7

ｂ mm 芯材に作用する荷重の負担幅 293 343 533 421 －

Ｌ mm 芯材の支持スパン 900 760 2187 995 －

Ｚ２ mm3 芯材の断面係数 1.530×105 1.530×105 4.720×105 1.530×105 －

Ａｓ mm
2 芯材のせん断断面積 1.260×10

3
1.260×10

3
1.600×10

3
1.260×10

3 －

共通 ｎ２ 本 締付装置の本数 － 4 － 4 －

Ｌ５ mm 締付装置の突出長さ － 52 － 50 －

σ N/mm
2 曲げ応力度 － 103 － 5.19 －

τ N/mm
2 せん断応力度 － 14.7 － 0.740 －

ＬP mm 締付装置受けピンの軸支持間距離 － 112 － 110 －

ｂ’ mm 締付装置と締付装置受けピンが接する長さ － 48 － 48 －

σ N/mm2 曲げ応力度 － 58.4 － 2.87 －

τ N/mm2 せん断応力度 － 16.5 － 0.840 －

ｎｂ 本 締付装置受けボルトの本数 － 4 － 4 －

σｔ N/mm2 引張応力度 － 44.2 － 2.24 －

Ｌ１ mm 躯体開口部の高さ 1490 1800 2100 2100 2300

Ｌ２ mm 躯体開口部の幅 800 1000 2000 980 1500

0°方向　ヒンジ側/上側　アンカーボルト本数 0 0 0 0 20

0°方向　開閉側/下側　アンカーボルト本数 0 0 6 0 20

90°方向　ヒンジ側/上側　アンカーボルト本数 6 6 6 11 0

90°方向　開閉側/下側　アンカーボルト本数 6 6 0 11 0

0°方向　ヒンジ側/上側
アンカーボルト1本当りの短期許容せん断力

－ － － － 22.5

0°方向　開閉側/下側
アンカーボルト1本当りの短期許容せん断力

－ － 23.9 － 22.5

90°方向　ヒンジ側/上側
アンカーボルト1本当りの短期許容引張力

34.1 34.1 29.0 34.1 27.6

90°方向　開閉側/下側
アンカーボルト1本当りの短期許容引張力

34.1 34.1 － 34.1 27.6

水密扉No.

締付装置部

締付装置

締付装置
受けピン

アンカーボルト

締付装置
受けボルト

ｎ 本

Ｑａ kN/本

Ｔａ kN/本

芯材

対象部位 記号 単位 定義

共通

扉板

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



資料 8－2.13－43 

61 62 63

ｈ mm 当該扉の浸水深さ 1700 1700 1700

ρo t/m
3 水の密度 1.00 1.00 1.00

ｇ m/s
2 重力加速度 9.80665 9.80665 9.80665

ＬＰＬ mm 扉板の短辺長さ 375 375 375

Ｚ１ mm
3
/m 扉板の断面係数 1.350×10

4
1.350×10

4
1.350×10

4

ｗ２ kN/m
2 扉下端に作用する津波荷重 16.67 16.67 16.67

ｂ mm 芯材に作用する荷重の負担幅 450 450 450

Ｌ mm 芯材の支持スパン 1917 1917 1917

Ｚ２ mm
3 芯材の断面係数 8.120×10

4
8.120×10

4
8.120×10

4

Ａｓ mm
2 芯材のせん断断面積 1.752×10

3
1.752×10

3
1.752×10

3

共通 ｎ２ 本 締付装置の本数 － － －

Ｌ５ mm 締付装置の突出長さ － － －

σ N/mm
2 曲げ応力度 － － －

τ N/mm
2 せん断応力度 － － －

ＬP mm 締付装置受けピンの軸支持間距離 － － －

ｂ’ mm 締付装置と締付装置受けピンが接する長さ － － －

σ N/mm
2 曲げ応力度 － － －

τ N/mm
2 せん断応力度 － － －

ｎｂ 本 締付装置受けボルトの本数 － － －

σｔ N/mm2 引張応力度 － － －

Ｌ１ mm 躯体開口部の高さ 1917 1917 1917

Ｌ２ mm 躯体開口部の幅 1056 1056 1056

0°方向　ヒンジ側/上側　アンカーボルト本数 0 0 0

0°方向　開閉側/下側　アンカーボルト本数 5 5 5

90°方向　ヒンジ側/上側　アンカーボルト本数 0 0 0

90°方向　開閉側/下側　アンカーボルト本数 0 0 0

0°方向　ヒンジ側/上側
アンカーボルト1本当りの短期許容せん断力

－ － －

0°方向　開閉側/下側
アンカーボルト1本当りの短期許容せん断力

22.4 22.4 22.4

90°方向　ヒンジ側/上側
アンカーボルト1本当りの短期許容引張力

－ － －

90°方向　開閉側/下側
アンカーボルト1本当りの短期許容引張力

－ － －

水密扉No.

締付装置部

締付装置

締付装置
受けピン

アンカーボルト

締付装置
受けボルト

ｎ 本

Ｑａ kN/本

Ｔａ kN/本

芯材

対象部位 記号 単位 定義

共通

扉板

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



資料 8－2.13－44 

水密扉
No.

発生値
 (応力度又は荷重)

(N/mm2)

許容限界値

(N/mm2)

発生応力度/
許容限界値

167 235 0.72

69.4 235 0.30

締付装置 －＊3 －＊3 －＊3

締付装置受けピン －＊3 －＊3 －＊3

締付装置受けボルト －＊3 －＊3 －＊3

－＊2 －＊2 －＊2

167 235 0.72

106 235 0.46

締付装置 －＊3 －＊3 －＊3

締付装置受けピン －＊3 －＊3 －＊3

締付装置受けボルト －＊3 －＊3 －＊3

－＊2 －＊2 －＊2

167 235 0.72

106 235 0.46

締付装置 －＊3 －＊3 －＊3

締付装置受けピン －＊3 －＊3 －＊3

締付装置受けボルト －＊3 －＊3 －＊3

－＊2 －＊2 －＊2

167 235 0.72

69.4 235 0.30

締付装置 －＊3 －＊3 －＊3

締付装置受けピン －＊3 －＊3 －＊3

締付装置受けボルト －＊3 －＊3 －＊3

－＊2 －＊2 －＊2

167 235 0.72
69.4 235 0.30

締付装置 －＊3 －＊3 －＊3

締付装置受けピン －＊3 －＊3 －＊3

締付装置受けボルト －＊3 －＊3 －＊3

－＊2 －＊2 －＊2

5

扉板

芯材＊1

締付装置部

アンカーボルト

3

扉板

芯材＊1

締付装置部

アンカーボルト

4

扉板

芯材＊1

締付装置部

アンカーボルト

対象評価部材

1

扉板

芯材＊1

締付装置部

アンカーボルト

2

扉板

芯材＊1

締付装置部

アンカーボルト

　　　　 当該部材に荷重が作用しないことから評価対象外とした。

注記＊3：逆圧が作用せず，当該部位に荷重が生じないことを示す。

注記＊1：曲げとせん断のうち，厳しい結果を記載。

注記＊2：水密扉の開方向に対して，扉板を躯体に押し付ける向きに静水圧荷重が作用するため，

3.2 強度評価結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



資料 8－2.13－45 

水密扉
No.

発生値
 (応力度又は荷重)

(N/mm2)

許容限界値

(N/mm2)

発生応力度/
許容限界値

167 235 0.72
69.4 235 0.30

締付装置 －＊3 －＊3 －＊3

締付装置受けピン －＊3 －＊3 －＊3

締付装置受けボルト －＊3 －＊3 －＊3

－＊2 －＊2 －＊2

167 235 0.72
69.4 235 0.30

締付装置 －＊3 －＊3 －＊3

締付装置受けピン －＊3 －＊3 －＊3

締付装置受けボルト －＊3 －＊3 －＊3

－＊2 －＊2 －＊2

167 235 0.72
69.4 235 0.30

締付装置 －＊3 －＊3 －＊3

締付装置受けピン －＊3 －＊3 －＊3

締付装置受けボルト －＊3 －＊3 －＊3

－＊2 －＊2 －＊2

167 235 0.72
69.4 235 0.30

締付装置 －＊3 －＊3 －＊3

締付装置受けピン －＊3 －＊3 －＊3

締付装置受けボルト －＊3 －＊3 －＊3

－＊2 －＊2 －＊2

167 235 0.72

69.4 235 0.30

締付装置 －＊3 －＊3 －＊3

締付装置受けピン －＊3 －＊3 －＊3

締付装置受けボルト －＊3 －＊3 －＊3

－＊2 －＊2 －＊2

対象評価部材

9

扉板

芯材＊1

締付装置部

アンカーボルト

10

扉板

芯材＊1

締付装置部

アンカーボルト

7

扉板

芯材＊1

締付装置部

アンカーボルト

8

扉板

芯材＊1

締付装置部

アンカーボルト

6

扉板

芯材＊1

締付装置部

アンカーボルト

　　　　 当該部材に荷重が作用しないことから評価対象外とした。

注記＊3：逆圧が作用せず，当該部位に荷重が生じないことを示す。

注記＊1：曲げとせん断のうち，厳しい結果を記載。

注記＊2：水密扉の開方向に対して，扉板を躯体に押し付ける向きに静水圧荷重が作用するため，

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



資料 8－2.13－46 

水密扉
No.

発生値
 (応力度又は荷重)

(N/mm
2
)

許容限界値

(N/mm
2
)

発生応力度/
許容限界値

48.9 235 0.21

20.4 235 0.09

締付装置 －
＊3

－
＊3

－
＊3

締付装置受けピン －
＊3

－
＊3

－
＊3

締付装置受けボルト －
＊3

－
＊3

－
＊3

－
＊2

－
＊2

－
＊2

43.0 235 0.19

17.7 235 0.08

締付装置 －
＊3

－
＊3

－
＊3

締付装置受けピン －
＊3

－
＊3

－
＊3

締付装置受けボルト －＊3 －＊3 －＊3

－＊2 －＊2 －＊2

43.0 235 0.19

17.7 235 0.08

締付装置 －
＊3

－
＊3

－
＊3

締付装置受けピン －
＊3

－
＊3

－
＊3

締付装置受けボルト －
＊3

－
＊3

－
＊3

－
＊2

－
＊2

－
＊2

48.9 235 0.21

20.4 235 0.09

締付装置 －
＊3

－
＊3

－
＊3

締付装置受けピン －
＊3

－
＊3

－
＊3

締付装置受けボルト －＊3 －＊3 －＊3

－
＊2

－
＊2

－
＊2

－ － －
－ － －

締付装置 －
＊3

－
＊3

－
＊3

締付装置受けピン －
＊3

－
＊3

－
＊3

締付装置受けボルト －
＊3

－
＊3

－
＊3

－
＊2

－
＊2

－
＊2

15

扉板

芯材
＊1

締付装置部

アンカーボルト

13

扉板

芯材
＊1

締付装置部

アンカーボルト

14

扉板

芯材
＊1

締付装置部

アンカーボルト

対象評価部材

11

扉板

芯材＊1

締付装置部

アンカーボルト

12

扉板

芯材
＊1

締付装置部

アンカーボルト

　　　　 当該部材に荷重が作用しないことから評価対象外とした。

注記＊3：逆圧が作用せず，当該部位に荷重が生じないことを示す。

注記＊1：曲げとせん断のうち，厳しい結果を記載。

注記＊2：水密扉の開方向に対して，扉板を躯体に押し付ける向きに静水圧荷重が作用するため，

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



資料 8－2.13－47 

水密扉
No.

発生値
 (応力度又は荷重)

(N/mm2)

許容限界値

(N/mm2)

発生応力度/
許容限界値

－ － －
－ － －

締付装置 －＊3 －＊3 －＊3

締付装置受けピン －＊3 －＊3 －＊3

締付装置受けボルト －＊3 －＊3 －＊3

－＊2 －＊2 －＊2

1.67 235 0.01
3.14 135 0.03

締付装置 －＊3 －＊3 －＊3

締付装置受けピン －＊3 －＊3 －＊3

締付装置受けボルト －＊3 －＊3 －＊3

2.65 18.4 0.15
3.34 235 0.02
4.27 235 0.02

締付装置 －＊3 －＊3 －＊3

締付装置受けピン －＊3 －＊3 －＊3

締付装置受けボルト －＊3 －＊3 －＊3

－＊2 －＊2 －＊2

1.50 235 0.01
2.82 135 0.03

締付装置 －＊3 －＊3 －＊3

締付装置受けピン －＊3 －＊3 －＊3

締付装置受けボルト －＊3 －＊3 －＊3

2.39 18.4 0.13
2.92 235 0.02

3.95 235 0.02

締付装置 －＊3 －＊3 －＊3

締付装置受けピン －＊3 －＊3 －＊3

締付装置受けボルト －＊3 －＊3 －＊3

－＊2 －＊2 －＊2

対象評価部材

16

扉板

芯材＊1

締付装置部

アンカーボルト

19

扉板

芯材＊1

締付装置部

アンカーボルト＊4

20

扉板

芯材＊1

締付装置部

アンカーボルト

17

扉板

芯材＊1

締付装置部

アンカーボルト＊4

18

扉板

芯材＊1

締付装置部

アンカーボルト

　　　　 当該部材に荷重が作用しないことから評価対象外とした。

注記＊3：逆圧が作用せず，当該部位に荷重が生じないことを示す。

注記＊1：曲げとせん断のうち，厳しい結果を記載。

注記＊2：水密扉の開方向に対して，扉板を躯体に押し付ける向きに静水圧荷重が作用するため，

注記＊4：アンカーボルトについては単位をkNとし，引張及びせん断のうち評価結果が厳しい値を記載する。

　　　　 なお，引張とせん断が同時に作用しないことから組合せの評価は行わない。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



資料 8－2.13－48 

水密扉
No.

発生値
 (応力度又は荷重)

(N/mm
2
)

許容限界値

(N/mm
2
)

発生応力度/
許容限界値

2.09 235 0.01

8.69 235 0.04

締付装置 －
＊3

－
＊3

－
＊3

締付装置受けピン －
＊3

－
＊3

－
＊3

締付装置受けボルト －
＊3

－
＊3

－
＊3

0.905 18.4 0.05

3.34 235 0.02

8.15 235 0.04

締付装置 －
＊3

－
＊3

－
＊3

締付装置受けピン －
＊3

－
＊3

－
＊3

締付装置受けボルト －＊3 －＊3 －＊3

－＊2 －＊2 －＊2

1.67 235 0.01

1.71 135 0.02

締付装置 －
＊3

－
＊3

－
＊3

締付装置受けピン －
＊3

－
＊3

－
＊3

締付装置受けボルト －
＊3

－
＊3

－
＊3

1.12 18.4 0.07
1.67 235 0.01

2.22 235 0.01

締付装置 －
＊3

－
＊3

－
＊3

締付装置受けピン －
＊3

－
＊3

－
＊3

締付装置受けボルト －＊3 －＊3 －＊3

－
＊2

－
＊2

－
＊2

8.68 205 0.05
47.7 205 0.24

締付装置 59.2 345 0.18

締付装置受けピン 23.1 345 0.07

締付装置受けボルト ― ― ―

3.94 26.8 0.15

25

扉板

芯材
＊1

締付装置部

アンカーボルト
＊4

23

扉板

芯材
＊1

締付装置部

アンカーボルト
＊4

24

扉板

芯材
＊1

締付装置部

アンカーボルト

対象評価部材

21

扉板

芯材＊1

締付装置部

アンカーボルト
＊4

22

扉板

芯材
＊1

締付装置部

アンカーボルト

　　　　 当該部材に荷重が作用しないことから評価対象外とした。

注記＊3：逆圧が作用せず，当該部位に荷重が生じないことを示す。

注記＊1：曲げとせん断のうち，厳しい結果を記載。

注記＊2：水密扉の開方向に対して，扉板を躯体に押し付ける向きに静水圧荷重が作用するため，

注記＊4：アンカーボルトについては単位をkNとし，引張及びせん断のうち評価結果が厳しい値を記載する。

　　　　 なお，引張とせん断が同時に作用しないことから組合せの評価は行わない。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



資料 8－2.13－49 

水密扉
No.

発生値
 (応力度又は荷重)

(N/mm2)

許容限界値

(N/mm2)

発生応力度/
許容限界値

7.35 205 0.04
－ － －

締付装置 －＊3 －＊3 －＊3

締付装置受けピン －＊3 －＊3 －＊3

締付装置受けボルト －＊3 －＊3 －＊3

－＊2 －＊2 －＊2

7.35 205 0.04
－ － －

締付装置 －＊3 －＊3 －＊3

締付装置受けピン －＊3 －＊3 －＊3

締付装置受けボルト －＊3 －＊3 －＊3

－＊2 －＊2 －＊2

6.23 205 0.04
11.6 118 0.10

締付装置 －＊3 －＊3 －＊3

締付装置受けピン －＊3 －＊3 －＊3

締付装置受けボルト －＊3 －＊3 －＊3

－＊2 －＊2 －＊2

7.35 205 0.04
－ － －

締付装置 －＊3 －＊3 －＊3

締付装置受けピン －＊3 －＊3 －＊3

締付装置受けボルト －＊3 －＊3 －＊3

－＊2 －＊2 －＊2

5.15 205 0.03

9.67 118 0.09

締付装置 －＊3 －＊3 －＊3

締付装置受けピン －＊3 －＊3 －＊3

締付装置受けボルト －＊3 －＊3 －＊3

－＊2 －＊2 －＊2

対象評価部材

30

扉板

芯材＊1

締付装置部

アンカーボルト

27

扉板

芯材＊1

締付装置部

アンカーボルト

28

扉板

芯材＊1

締付装置部

アンカーボルト

29

扉板

芯材＊1

締付装置部

アンカーボルト

26

扉板

芯材＊1

締付装置部

アンカーボルト

　　　　 当該部材に荷重が作用しないことから評価対象外とした。

注記＊3：逆圧が作用せず，当該部位に荷重が生じないことを示す。

注記＊1：曲げとせん断のうち，厳しい結果を記載。

注記＊2：水密扉の開方向に対して，扉板を躯体に押し付ける向きに静水圧荷重が作用するため，

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



資料 8－2.13－50 

水密扉
No.

発生値
 (応力度又は荷重)

(N/mm
2
)

許容限界値

(N/mm
2
)

発生応力度/
許容限界値

15.3 205 0.08

12.0 118 0.11

締付装置 －
＊3

－
＊3

－
＊3

締付装置受けピン －
＊3

－
＊3

－
＊3

締付装置受けボルト －
＊3

－
＊3

－
＊3

－
＊2

－
＊2

－
＊2

1.33 205 0.01

58.4 205 0.29

締付装置 －
＊3

－
＊3

－
＊3

締付装置受けピン －
＊3

－
＊3

－
＊3

締付装置受けボルト －＊3 －＊3 －＊3

－＊2 －＊2 －＊2

1.33 205 0.01

62.5 205 0.31

締付装置 －
＊3

－
＊3

－
＊3

締付装置受けピン －
＊3

－
＊3

－
＊3

締付装置受けボルト －
＊3

－
＊3

－
＊3

－
＊2

－
＊2

－
＊2

5.19 235 0.03

27.5 235 0.12

締付装置 －
＊3

－
＊3

－
＊3

締付装置受けピン －
＊3

－
＊3

－
＊3

締付装置受けボルト －＊3 －＊3 －＊3

0.715 18.4 0.04
5.06 235 0.03
－ － －

締付装置 －
＊3

－
＊3

－
＊3

締付装置受けピン －
＊3

－
＊3

－
＊3

締付装置受けボルト －
＊3

－
＊3

－
＊3

－
＊2

－
＊2

－
＊2

35

扉板

芯材
＊1

締付装置部

アンカーボルト

33

扉板

芯材
＊1

締付装置部

アンカーボルト

34

扉板

芯材
＊1

締付装置部

アンカーボルト
＊4

対象評価部材

31

扉板

芯材＊1

締付装置部

アンカーボルト

32

扉板

芯材
＊1

締付装置部

アンカーボルト

　　　　 当該部材に荷重が作用しないことから評価対象外とした。

注記＊3：逆圧が作用せず，当該部位に荷重が生じないことを示す。

注記＊1：曲げとせん断のうち，厳しい結果を記載。

注記＊2：水密扉の開方向に対して，扉板を躯体に押し付ける向きに静水圧荷重が作用するため，

注記＊4：アンカーボルトについては単位をkNとし，引張及びせん断のうち評価結果が厳しい値を記載する。

　　　　 なお，引張とせん断が同時に作用しないことから組合せの評価は行わない。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



資料 8－2.13－51 

水密扉
No.

発生値
 (応力度又は荷重)

(N/mm2)

許容限界値

(N/mm2)

発生応力度/
許容限界値

2.50 235 0.02
1.44 235 0.01

締付装置 2.91 390 0.01

締付装置受けピン 1.47 205 0.01

締付装置受けボルト 1.15 651 0.01

0.213 33.5 0.01
5.84 235 0.03
2.88 235 0.02

締付装置 －＊3 －＊3 －＊3

締付装置受けピン －＊3 －＊3 －＊3

締付装置受けボルト －＊3 －＊3 －＊3

－＊2 －＊2 －＊2

2.50 235 0.02
1.44 235 0.01

締付装置 2.91 390 0.01

締付装置受けピン 1.47 205 0.01

締付装置受けボルト 1.15 651 0.01

0.194 34.1 0.01
8.34 235 0.04
5.15 235 0.03

締付装置 －＊3 －＊3 －＊3

締付装置受けピン －＊3 －＊3 －＊3

締付装置受けボルト －＊3 －＊3 －＊3

2.09 23.9 0.09
3.75 235 0.02

2.29 235 0.01

締付装置 5.35 390 0.02

締付装置受けピン 2.95 205 0.02

締付装置受けボルト 2.24 651 0.01

0.695 34.1 0.03

対象評価部材

38

扉板

芯材＊1

締付装置部

アンカーボルト＊4

37

扉板

芯材＊1

締付装置部

アンカーボルト

36

扉板

芯材＊1

締付装置部

アンカーボルト＊4

40

扉板

芯材＊1

締付装置部

アンカーボルト＊4

39

扉板

芯材＊1

締付装置部

アンカーボルト＊4

　　　　 当該部材に荷重が作用しないことから評価対象外とした。

注記＊3：逆圧が作用せず，当該部位に荷重が生じないことを示す。

注記＊1：曲げとせん断のうち，厳しい結果を記載。

注記＊2：水密扉の開方向に対して，扉板を躯体に押し付ける向きに静水圧荷重が作用するため，

注記＊4：アンカーボルトについては単位をkNとし，引張及びせん断のうち評価結果が厳しい値を記載する。

　　　　 なお，引張とせん断が同時に作用しないことから組合せの評価は行わない。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



資料 8－2.13－52 

水密扉
No.

発生値
 (応力度又は荷重)

(N/mm
2
)

許容限界値

(N/mm
2
)

発生応力度/
許容限界値

5.84 235 0.03

2.88 235 0.02

締付装置 2.41 390 0.01

締付装置受けピン 1.13 205 0.01

締付装置受けボルト 0.855 651 0.01

0.421 34.1 0.02

2.50 235 0.02

1.38 235 0.01

締付装置 －
＊3

－
＊3

－
＊3

締付装置受けピン －
＊3

－
＊3

－
＊3

締付装置受けボルト －＊3 －＊3 －＊3

0.142 23.9 0.01
3.34 235 0.02

2.48 235 0.02

締付装置 －
＊3

－
＊3

－
＊3

締付装置受けピン －
＊3

－
＊3

－
＊3

締付装置受けボルト －
＊3

－
＊3

－
＊3

0.475 13.9 0.04
2.50 235 0.02

1.44 235 0.01

締付装置 －
＊3

－
＊3

－
＊3

締付装置受けピン －
＊3

－
＊3

－
＊3

締付装置受けボルト －＊3 －＊3 －＊3

－
＊2

－
＊2

－
＊2

1.57 205 0.01
4.17 135 0.04

締付装置 －
＊3

－
＊3

－
＊3

締付装置受けピン －
＊3

－
＊3

－
＊3

締付装置受けボルト －
＊3

－
＊3

－
＊3

1.03 10.1 0.11

対象評価部材

42

扉板

芯材
＊1

締付装置部

アンカーボルト

44

扉板

芯材
＊1

締付装置部

アンカーボルト

41

扉板

芯材＊1

締付装置部

アンカーボルト
＊4

43

扉板

芯材
＊1

締付装置部

アンカーボルト
＊4

45

扉板

芯材
＊1

締付装置部

アンカーボルト
＊4

　　　　 当該部材に荷重が作用しないことから評価対象外とした。

注記＊3：逆圧が作用せず，当該部位に荷重が生じないことを示す。

注記＊1：曲げとせん断のうち，厳しい結果を記載。

注記＊2：水密扉の開方向に対して，扉板を躯体に押し付ける向きに静水圧荷重が作用するため，

注記＊4：アンカーボルトについては単位をkNとし，引張及びせん断のうち評価結果が厳しい値を記載する。

　　　　 なお，引張とせん断が同時に作用しないことから組合せの評価は行わない。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



資料 8－2.13－53 

水密扉
No.

発生値
 (応力度又は荷重)

(N/mm2)

許容限界値

(N/mm2)

発生応力度/
許容限界値

2.45 205 0.02
－ － －

締付装置 －＊3 －＊3 －＊3

締付装置受けピン －＊3 －＊3 －＊3

締付装置受けボルト －＊3 －＊3 －＊3

－＊2 －＊2 －＊2

1.33 235 0.01
6.11 235 0.03

締付装置 10.3 205 0.06

締付装置受けピン 16.6 345 0.05

締付装置受けボルト 7.56 651 0.02

2.12 34.1 0.07
0.499 235 0.01
0.989 235 0.01

締付装置 2.28 205 0.02

締付装置受けピン 3.59 345 0.02

締付装置受けボルト 1.64 651 0.01

0.456 23.9 0.02
2.09 235 0.01
1.89 235 0.01

締付装置 1.46 205 0.01

締付装置受けピン 3.47 225 0.02

締付装置受けボルト 4.86 651 0.01

0.415 10.3 0.05
20.0 235 0.09

6.82 135 0.06

締付装置 －＊3 －＊3 －＊3

締付装置受けピン －＊3 －＊3 －＊3

締付装置受けボルト －＊3 －＊3 －＊3

4.78 14.9 0.33

対象評価部材

アンカーボルト

50

扉板

芯材＊1

締付装置部

アンカーボルト＊4

49

扉板

芯材＊1

締付装置部

アンカーボルト＊4

47

扉板

芯材＊1

締付装置部

アンカーボルト＊4

46

扉板

芯材＊1

締付装置部

48

扉板

芯材＊1

締付装置部

アンカーボルト＊4

　　　　 当該部材に荷重が作用しないことから評価対象外とした。

注記＊3：逆圧が作用せず，当該部位に荷重が生じないことを示す。

注記＊1：曲げとせん断のうち，厳しい結果を記載。

注記＊2：水密扉の開方向に対して，扉板を躯体に押し付ける向きに静水圧荷重が作用するため，

注記＊4：アンカーボルトについては単位をkNとし，引張及びせん断のうち評価結果が厳しい値を記載する。

　　　　 なお，引張とせん断が同時に作用しないことから組合せの評価は行わない。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



資料 8－2.13－54 

水密扉
No.

発生値
 (応力度又は荷重)

(N/mm
2
)

許容限界値

(N/mm
2
)

発生応力度/
許容限界値

2.97 235 0.02

1.05 235 0.01

締付装置 －
＊3

－
＊3

－
＊3

締付装置受けピン －
＊3

－
＊3

－
＊3

締付装置受けボルト －
＊3

－
＊3

－
＊3

－
＊2

－
＊2

－
＊2

18.2 205 0.09

3.42 118 0.03

締付装置 －
＊3

－
＊3

－
＊3

締付装置受けピン －
＊3

－
＊3

－
＊3

締付装置受けボルト －＊3 －＊3 －＊3

－＊2 －＊2 －＊2

4.32 205 0.03

12.4 205 0.07

締付装置 －
＊3

－
＊3

－
＊3

締付装置受けピン －
＊3

－
＊3

－
＊3

締付装置受けボルト －
＊3

－
＊3

－
＊3

－
＊2

－
＊2

－
＊2

3.34 235 0.02

2.21 235 0.01

締付装置 －
＊3

－
＊3

－
＊3

締付装置受けピン －
＊3

－
＊3

－
＊3

締付装置受けボルト －＊3 －＊3 －＊3

－
＊2

－
＊2

－
＊2

60.9 235 0.26
14.5 135 0.11

締付装置 112 390 0.29

締付装置受けピン 61.3 205 0.30

締付装置受けボルト 46.5 651 0.08

14.5 34.1 0.43

52

扉板

芯材
＊1

締付装置部

アンカーボルト

53

扉板

芯材
＊1

締付装置部

アンカーボルト

締付装置部

アンカーボルト
＊4

対象評価部材

55

扉板

芯材
＊1

51

扉板

芯材＊1

締付装置部

アンカーボルト

54

扉板

芯材
＊1

締付装置部

アンカーボルト

　　　　 当該部材に荷重が作用しないことから評価対象外とした。

注記＊3：逆圧が作用せず，当該部位に荷重が生じないことを示す。

注記＊1：曲げとせん断のうち，厳しい結果を記載。

注記＊2：水密扉の開方向に対して，扉板を躯体に押し付ける向きに静水圧荷重が作用するため，

注記＊4：アンカーボルトについては単位をkNとし，引張及びせん断のうち評価結果が厳しい値を記載する。

　　　　 なお，引張とせん断が同時に作用しないことから組合せの評価は行わない。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



資料 8－2.13－55 

水密扉
No.

発生値
 (応力度又は荷重)

(N/mm2)

許容限界値

(N/mm2)

発生応力度/
許容限界値

41.3 235 0.18
25.5 235 0.11

締付装置 －＊3 －＊3 －＊3

締付装置受けピン －＊3 －＊3 －＊3

締付装置受けボルト －＊3 －＊3 －＊3

－＊2 －＊2 －＊2

53.8 235 0.23
10.5 135 0.08

締付装置 106 390 0.28

締付装置受けピン 58.4 205 0.29

締付装置受けボルト 44.2 651 0.07

13.8 34.1 0.41
4.17 235 0.02
2.76 235 0.02

締付装置 －＊3 －＊3 －＊3

締付装置受けピン －＊3 －＊3 －＊3

締付装置受けボルト －＊3 －＊3 －＊3

－＊2 －＊2 －＊2

5.00 235 0.03
2.82 235 0.02

締付装置 5.35 390 0.02

締付装置受けピン 2.87 205 0.02

締付装置受けボルト 2.24 651 0.01

0.379 34.1 0.02
14.9 205 0.08

－ － －

締付装置 －＊3 －＊3 －＊3

締付装置受けピン －＊3 －＊3 －＊3

締付装置受けボルト －＊3 －＊3 －＊3

0.847 22.5 0.04

対象評価部材

アンカーボルト＊4

60

扉板

芯材＊1

締付装置部

アンカーボルト＊4

扉板

芯材＊1

締付装置部

アンカーボルト＊4

59

扉板

芯材＊1

締付装置部

58

扉板

芯材＊1

締付装置部

アンカーボルト

57

56

扉板

芯材＊1

締付装置部

アンカーボルト

　　　　 当該部材に荷重が作用しないことから評価対象外とした。

注記＊3：逆圧が作用せず，当該部位に荷重が生じないことを示す。

注記＊1：曲げとせん断のうち，厳しい結果を記載。

注記＊2：水密扉の開方向に対して，扉板を躯体に押し付ける向きに静水圧荷重が作用するため，

注記＊4：アンカーボルトについては単位をkNとし，引張及びせん断のうち評価結果が厳しい値を記載する。

　　　　 なお，引張とせん断が同時に作用しないことから組合せの評価は行わない。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



資料 8－2.13－56 

水密扉
No.

発生値
 (応力度又は荷重)

(N/mm
2
)

許容限界値

(N/mm
2
)

発生応力度/
許容限界値

14.5 205 0.08

42.5 205 0.21

締付装置 －
＊3

－
＊3

－
＊3

締付装置受けピン －
＊3

－
＊3

－
＊3

締付装置受けボルト －
＊3

－
＊3

－
＊3

3.00 22.4 0.14

14.5 205 0.08

42.5 205 0.21

締付装置 －
＊3

－
＊3

－
＊3

締付装置受けピン －
＊3

－
＊3

－
＊3

締付装置受けボルト －
＊3

－
＊3

－
＊3

3.00 22.4 0.14
14.5 205 0.08

42.5 205 0.21

締付装置 －＊3 －＊3 －＊3

締付装置受けピン －
＊3

－
＊3

－
＊3

締付装置受けボルト －
＊3

－
＊3

－
＊3

3.00 22.4 0.14

扉板

芯材
＊1

締付装置部

アンカ-ボルト
＊4

対象評価部材

扉板

芯材
＊1

締付装置部

アンカ-ボルト
＊4

62

扉板

芯材＊1

締付装置部

アンカ-ボルト
＊4

61

63

　　　　 当該部材に荷重が作用しないことから評価対象外とした。

注記＊3：逆圧が作用せず，当該部位に荷重が生じないことを示す。

注記＊1：曲げとせん断のうち，厳しい結果を記載。

注記＊2：水密扉の開方向に対して，扉板を躯体に押し付ける向きに静水圧荷重が作用するため，

注記＊4：アンカーボルトについては単位をkNとし，引張及びせん断のうち評価結果が厳しい値を記載する。

　　　　 なお，引張とせん断が同時に作用しないことから組合せの評価は行わない。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


